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市の人口と予算�
【人口・世帯】 〈7月1日現在〉�
合�計�＝�155,570人�（＋153）�（　）内は前月比�
男�＝�77,261人�（＋ 47）�
女�＝�78,309人�（＋106）�
世�帯�＝�60,138世帯�（＋107）�
【予算】 〈7月1日現在〉�
一 般 会 計＝353億9,000万円�
特別・企業会計＝411億4,251万3千円�
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　７月１日に日曜情報センターで、自治基本条例の原案たたき台の
公表や意見募集、未来の流山市お絵かきコーナー、これまでの活動
記録の展示などが行われました。

　

自
治
体
の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る「
自
治
基
本
条
例
」。
こ

の
自
治
基
本
条
例
の
原
案
作
成
に
向
け
、
公
募
の
市
民
を

中
心
と
し
た
自
治
基
本
条
例
策
定
市
民
協
議
会
で
は
、
市

と
協
定
を
締
結
し
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
原
案
作

成
も
最
終
段
階
を
迎
え
、
原
案
の
た
た
き
台
を
市
役
所
や

各
出
張
所
・
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
原
案
た
た
き

台
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
月

　

日
に
は
南
流
山
セ
ン
タ
ー
で
、
自
治
基
本
条
例
に
関
す

２８る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
ル
ー
ル
と
な
る
も
の
で
す
。
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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７
月　

日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

２８

　

自
治
基
本
条
例
は
、
市

民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
流
山
市

と
し
て
の
自
治
運
営
の
基

本
理
念
や
市
民
・
行
政
・

議
会
の
役
割
や
協
働
の
仕

組
な
ど
を
条
例
に
定
め
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も

重
要
な
政
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
策
定
市

民
協
議
会
で
は
、
原
案
の

作
成
に
当
た
っ
て
、
市
民

協
議
会
の
委
員
の
意
見
だ

け
で
は
な
く
、
ま
ち
へ
出

て
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

案
を
練
り
上
げ
て
い
く

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル

ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｉ
）」
と
い

う
手
法
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
約　

回
の

８０

Ｐ
Ｉ
を
実
施
し
、
約
５
千

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

こ
の
ほ
ど
自
治
基
本
条
例

の
原
案
た
た
き
台
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
原
案
た

た
き
台
は
、
市
役
所
や
各

出
張
所
・
公
民
館
な
ど
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
市
民
協
議
会

で
は
、
こ
の
原
案
た
た
き

台
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

開
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
Ｐ

Ｉ
を
重
ね
、
今
年
９
月
末

に
は
原
案
を
ま
と
め
、
市

に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
は
、
郵
送
（
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
企
画
政
策
課
宛
）
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

k
ik
a
k
u
k
e
ie
i@

ー
ル
（ 
  
 
 
 
 
 
  
  
 

c
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）
な
ど
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

す
べ
て
市
民
協
議
会
で
検

討
し
、
検
討
結
果
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

�
　

市
民
協
議
会
で
は
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
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フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

に
、
自
治
基
本
条
例
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、「
自 

治
始
め
ま
す　

市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
７
・　

」
を
南
流

２８

山
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。

　

当
日
は
、
原
案
た
た
き

台
の
説
明
や
そ
の
場
で
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
す
る
な
ど
、
来
場

者
参
加
型
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ

き
、
あ
な
た
の
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２８

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１３セ
ン
タ
ー
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

　

【
日　

時
】

　

８
月　

日
�　

時
〜　

１８

１９

２０

時　

分
。
※
雨
天
・
荒
天

３０
・
河
川
増
水
の
場
合
は
８

月　

日
�
に
延
期

２５

　

【
場　

所
】

　

流
山
１
〜
３
丁
目
地
先

の
江
戸
川
堤
。

　

【
交　

通
】

　

①
総
武
流
山
電
鉄
「
流

山
駅
」
ま
た
は
「
平
和
台

駅
」
徒
歩
約
５
分
②
Ｔ
Ｘ

「
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
」
徒
歩
約　

分
（
無

２５

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
、

バ
ス
停
か
ら
徒
歩
約
５ 

分
）。

　

【
内　

容
】

　

打
ち
上
げ
花
火
（
約
４

５
０
０
発
）、花
火
と
音
楽

が
シ
ン
ク
ロ
し
た
流
山
ス

カ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

関
東
最
大
級
の
ナ
イ
ア
ガ

ラ
仕
掛
け
花
火
ほ
か
。

　

【
前
売
り
有
料
観

覧
席
（
全
席
自
由
）】

　

Ｓ
席
（
１
人
３
０

０
０
円
、折
り
た
た
み

式
パ
イ
プ
い
す
）、Ａ

席
（
１
人
２
０
０
０

円
、
土
手
斜
面
用
特

製
段
ボ
ー
ル
い
す
）。

　

購
入
方
法

　

①
流
山
市
商
工

会
、
市
役
所
商
工
課

で
販
売
中
（
７
月　
３１

自治基本条例

　

誰
も
が
願
う
世
界
の
平

和
―
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

平
和
へ
の
想
い
を
込
め
て

折
っ
た
折
り
鶴
を
、
広
島

へ
届
け
よ
う
と
活
動
を
始

め
て
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
約　

万
８
千

１７

羽
の
折
り
鶴
が
市
に
寄
せ

ら
れ
、
終
戦
記
念
日
の
８

月　

日
に
合
わ
せ
て
広
島

１５
へ
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
流
山
市
青
少
年

育
成
会
議
（
樫
村
あ
い
子

平
和
へ
の
想
い
を
広
島
へ

平
和
へ
の
想
い
を
広
島
へ

手
作
り
の
折
り
鶴
に
込
め
て

手
作
り
の
折
り
鶴
に
込
め
て

会
長
）
の
協
力
で
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
や
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
な
ど
７
人
が
広
島
平

和
記
念
公
園
を
訪
れ
、
直

接
「
鶴
の
展
示
ブ
ー
ス
」

に
手
づ
く
り
の
千
羽
鶴
を

献
納
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
年
も
、
鶴
を
折
り
な

が
ら
「
平
和
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、

次
の
と
お
り
平
和
を
願
う

折
り
鶴
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
折

り
鶴
は
糸
を
通
し
千
羽
鶴

に
ま
と
め
て
、
８
月
７
日

�
か
ら　

日
�
ま
で
市
役

１０

所
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
、
８

月　

日
に
広
島
に
届
け
る

１５
予
定
で
す
。

　

▽
募
集
期
間
＝
７
月　
１７

日
�
〜　

日
�
▽
募
集
箱

３１

の
設
置
場
所
＝
市
役
所
、

中
央
図
書
館
、
森
の
図
書

館
、
各
公
民
館
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
※
折
り
紙
も
設

置
、
チ
ラ
シ
（
基
本
サ
イ

ズ
は　

㎝
四
方
）
で
折
っ

１０

た
鶴
を
入
れ
て
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す

�
　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
折
り
鶴
に
、
糸
を
通
し

束
ね
る
作
業
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
作
業
期
間
＝
８
月
１

日
�
〜
７
日
�
▽
場
所
＝

市
役
所
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
企
画
政
策
課
へ
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
）
②
ロ
ー

ソ
ン
各
店
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
予
約

h
ttp
:

「
イ
ー
プ
ラ
ス
」（ 
   
  

/
/
e
p
lu
s.jp
/

 
 
 
 
  
    
 
）
で
販
売

中
（
８
月　

日
�
正
午
ま

１８

で
）。
※
①
・
②
共
に
売
り

切
れ
次
第
終
了

　

【
協
賛
金
を
募
集
中
】

　

実
行
委
員
会
で
は
、
よ

り
盛
大
な
花
火
大
会
と
す

る
た
め
の
協
賛
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
７
月　

日
ま
で
に

２６

流
山
市
商
工
会
ま
た
は
市

役
所
商
工
課
で
申
し
込
み

を
。

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
内
花

火
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局
�
７
１
５
８
―
６
１
１

１
／
商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

流山花火大会流山花火大会
８月18日に開催８月18日に開催

有料観覧席を販売中有料観覧席を販売中

　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月　

日
か

１４

ら
７
月
２
日
ま
で
開
か
れ
、
当
初
提
案
し

た
特
定
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
や
副

市
長
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
９
件
と
、
追

加
提
案
し
た
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

な
ど
の
人
事
案
件
２
件
が
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

市議会第２回定例会
７月２日に閉会

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７

１
５
０
―
６
０
６
４
／

�
７
１
５
０
―
０
１
１

１
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平成１９年７月１５日（日曜日）　　　（　）２第１１４２号

一般会計�
23万6千円�

特別会計�
12万円�

水道事業会計�
6万9千円�

一般会計�
23万6千円�

特別会計�
12万円�

水道事業会計�
6万9千円�

使われた費用�
22万5,777円�

納税額�
12万858円�

使われた費用�
22万5,777円�

納税額�
12万858円�

　市債とは、道路の整備や上下水道の整備等、多額の経費を必
要とする事業の財源に充てるため、国や銀行などから借り入れ
る長期の借入金です。返済が長期にわたるため、将来その施設
を利用する人にも経費を負担していただくこととなり、世代間
の公平が図れます。�

（内訳）�
一般会計　　　366億2,973万円�
特別会計　　　186億7,309万6千円�
水道事業会計　107億2,071万4千円�

　平成18年度の一般会計予算額を
市民1人当たりでみると、約22万6
千円です。このうち約12万1千円が
皆さんに納めていただいた税金です。�

2. 市債の現在高（平成19年3月31日現在）� 3. 市の財産の状況（平成19年3月31日現在）�

4. 市税の負担状況�

　市は、仕事をする上で目的に応じて建物や土地などの必要な財産を持ち、
それらを有効に運用しています。財産には、市庁舎、学校、公園、公民館、
有価証券、各種基金などがあります。�

市民1人当たり42万5千円�

市債の現在高　660億2,354万円�

※平成19年3月31日現在の人口155,106人で算出� ※市税収入済額187億4,585万6千円、人口155,106人で算出（ともに平成19年3月31日現在）�

土　地�

建　物�

基金等�

1,396,791�� 1,411,759�� 14,968��

283,955�� 283,529�� ▲426��

225億5,490万3千円� 218億411万4千円� ▲7億5,078万9千円�

増　　減�18年度末�17年度末�

市民1人当たり�
12万858円�

市たばこ税等�
4,648円�

都市計画税�
9,204円�

固定資産税固定資産税�
4万7,258円�

市民税�
5万9,748円�

固定資産税�
4万7,258円�

市民税�
5万9,748円�

　　　　　　　国民健康保険や介護保険のように特定の事業
を行うために､一般会計と区別して経理する必要がある場合に
設けられる会計です。現在6つの特別会計があり､土地取得特
別会計は18年度末で廃止しました。�

　　　　　　　地方公営企業法の適用を受ける水道事業で、
一般企業と同様複式簿記により会計処理を行っています。�

特別 会 計�

（平成19年３月３１日現在）�

（平成19年３月３１日現在）�

水道事業会計�

特別会計名称�

土地取得特別会計�
西平井･鰭ケ崎土地区�
画整理事業特別会計�
国民健康保険特別会計�
介護保険特別会計�
老人保健医療特別会計�
公共下水道特別会計�

合　　　計�

37万円     �

17億4,480万3千円�

125億4,117万6千円�
55億8,505万7千円�
99億2,314万8千円�
50億9,394万6千円�
348億8,850万円　　�

予算額�

37万円     �

8億9,440万6千円�

113億3,982万5千円�
51億2,382万1千円�
87億6,618万4千円�
30億4,090万6千円�
291億6,551万2千円�

収入済額�

37万円     �

12億6,136万8千円�

113億2,978万3千円�
46億8,363万5千円�
88億2,401万9千円�
35億　917万円　　�
296億　834万5千円�

支出済額�
�

収益的収入�
資本的収入�
合　　計�

34億9,302万4千円�
6億1,587万9千円�
41億　890万3千円�

34億6,724万8千円�
6億9,540万5千円�
41億6,265万3千円�

予算額�
ア　収　入�

収入済額�

�
収益的支出�
資本的支出�
合　　計�

34億8,161万1千円�
13億2,656万4千円�
48億　817万5千円�

33億　774万8千円�
11億7,165万7千円�
44億7,940万5千円�

予算額�
イ　支　出�

支出済額�

国庫支出金�
21億4,867万7千円�

市債�
14億2,660万円�

地方交付税�
13億8,210万6千円�

繰越金�
13億5,771万9千円�

地方譲与税�
12億703万3千円�

地方消費税交付金�
11億3,720万円�

県支出金�
9億8,199万5千円�

財産収入�
8億3,372万9千円�

地方特例交付金�
6億4,512万1千円�

使用料および手数料�
5億8,306万3千円�

分担金および負担金�
4億3,583万3千円�

その他�
11億7,453万5千円�

公債費�
37億6,002万5千円�

教育費�
36億7,674万7千円�

総務費�
35億4,561万6千円�

衛生費�
33億6,574万6千円�

消防費�
17億5,245万6千円�

議会費�
4億243万8千円�

商工費�
2億6,492万3千円�

農林水産業費�
1億3,970万1千円�

労働費6,115万8千円�

市税�
187億4,585万6千円�

民生費�
88億5,201万8千円�

土木費�
39億825万6千円�

市税�
187億4,585万6千円�

民生費�
88億5,201万8千円�

土木費�
39億825万6千円�

市政を運営していくための基本的な経費を計上している会計です。�

1. 一般会計と特別会計･水道事業会計�

市税（58.47%）�
国庫支出金（6.70％）�
市債（4.45％）�
地方交付税（4.31％）�
�
繰越金（4.24％）�
地方譲与税（3.77％）�
地方消費税交付金（3.55％）�
県支出金（3.06％）�
財産収入（2.60％）�
�
地方特例交付金（2.01％）�
使用料および手数料（1.82％）�
分担金および負担金（1.36％）�
その他（3.66％）�

市民税や固定資産税など市に納められる税金�
特定の事業を行うときに国から支出されるもの�
多額の経費を必要とする事業などに充てるための長期の借入金�
市が標準的な仕事をしていく上で必要な経費を一定の基準で算出し、国
から交付されるもの�
平成17年度決算における剰余金を平成18年度歳入としたもの�
国が徴収した税の一部を市町村に譲与するもので、自動車重量譲与税など�
地方消費税の一部が市に対して交付されるもの�
特定の事業を行うときに県から支出されるもの�
不用財産の売払収入および市有地の貸付収入や基金の利子、有価証券の
株式配当金などの財産運用収入�
平成11年度税制改正に伴う市民税の減少を埋めるため国から交付されるもの�
文化会館等の使用および住民票や印鑑証明等の各種証明書手数料�
保育所やデイサービスの利用負担金�
利子割交付金などの交付金5件および預金利息や寄付金などの諸収入�

民生費（29.78％）�
土木費（13.15％）�
公債費（12.65％）�
教育費（12.37％）�
総務費（11.92％）�
�
衛生費（11.32％）�
消防費（5.89％）�
議会費（1.35％）�
商工費（0.89％）�
農林水産業費（0.47％）�
労働費（0.21％）�

福祉手当、生活保護、福祉会館、保育所の運営などに要する経費�
道路、公園、河川の建設や管理などに要する経費�
市債などの借入金の返済に要する経費�
小中学校の管理運営、文化・スポーツの振興などに要する経費�
市役所庁舎の管理・運営、徴税事務、戸籍関係事務、選挙、統計調査、
広報などに要する経費�
健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処理などに要する経費�
消防署、消防団の管理・運営などに要する経費�
議会の運営に要する経費�
商工業の育成・助成、消費生活相談などに要する経費�
農業者・農業団体の指導・育成、市民農園の管理運営などに要する経費�
雇用促進のための無料職業相談室設置、コミュニティプラザの運営など
に要する経費�

（平成19年3月31日現在）�

歳入（収入済額）�
320億5,946万7千円�

一般会計予算額　350億1,933万円�

歳出（支出済額）�
297億2,908万4千円　�（平成19年3月31日現在）�

一般 会 計�
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…………�

…………………�
…………�

�
………………�

…………�
…�

……………�
……………�

�
……�
…�
…�

………………�

……………�
……………�
……………�
……………�
……………�

�
……………�
………………�
………………�
………………�

………�
………………�

�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������

財政課　� 7150－6071問�

※出納整理期間�
　市の会計では､4月から翌年3月までに発生した収入や支出を、その期間内(会計年度)の収入や支出と
して決算することとしています。しかし、たとえば物品を購入し、3月31日に納品された場合､その日
のうちに支払いを行うことは市の会計制度では困難であるため、会計年度の収入や支出については5月
末日までに行うことが法律で決められています。この会計年度終了後の4月1日から5月31日までの期
間を出納整理期間といいます。�

　市では､市民の皆さんが納められた税金、そして国や県からの補助金、市が借りている

お金などがどのように使われているかを知っていただくため、年２回､市の財政状況を公

表しています。これは､法律に基づいて行っているもので､今回は平成18年度予算の平成

19年３月31日現在における執行状況についてお知らせします。今回の財政状況には、出

納整理期間の額は含まれていないため､最終的な決算額とは異なります。�

財政状況の公表�財政状況の公表�
財政課　� 7150－6071

平成18年度�

問�

平成18年度�
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第１１４２号（　）　　　平成１９年７月１５日（日曜日）３

り
ま
す
（
別
表
参
照
）

　

【
投
票
で
き
る
方
】

　

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
（
昭
和

　

年
７
月　

日
ま
で
に
生

６２

３０

ま
れ
た
日
本
国
籍
を
有
す

る
方
で
、
平
成　

年
４
月

１９

　

日
ま
で
に
本
市
に
住
民

１１登
録
を
し
、
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
居
住
し
て
い
る

方
）
で
す
。

投票所の変更

体育館→教室流山小学校

体育館→教室東深井小学校

体育館→教室新川小学校

体育館→武道場東深井中学校

受験資格採用予定人員職　種
昭和５２年４月２日から昭和６１年４
月１日までに生まれた方で、学歴
を問わない

いずれも
若干名

一般行政（上級）

土木（上級）

昭和５４年４月２日から昭和６３年４
月１日までに生まれた方で、保育
士の資格を有する方または平成２０
年春季までに資格取得見込みの方

保育士

昭和５４年４月２日から平成２年４
月１日までに生まれた方で、学歴
を問わない

消防士（初級、
救急救命士を含
む）

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
７
月　

日
に
行
わ
れ
ま

２９

す
。

　

投
票
は
、
参
議
院
千
葉

県
選
出
議
員
選
挙（
３
人
）

と
参
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
の
２
種
類
で
す
。

　

【
選
挙
期
日
・
投
票
時

間
】

　

７
月　

日
�
午
前
７
時

２９

〜
午
後
８
時
。

　

【
投
票
所
】

　

市
内　

カ
所
。
投
票
所

４０

入
場
整
理
券
に
書
か
れ
て

い
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※
流
山
小
、東
深
井
小
、

新
川
小
、
東
深
井
中
は
、

投
票
所
が
体
育
館
か
ら
教

室
、
武
道
場
に
変
更
に
な

参議院議員
通常選挙

�
月　

日
は
投
票
日

２９大
切
な
一
票
、
必
ず
投
票
を

　

な
お
、
平
成　

年
４
月

１９

　

日
以
降
に
本
市
に
転
入

１２届
出
を
し
た
方
で
、
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前

住
所
地
で
の
投
票
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
６
月　

日
１４

以
降
に
市
内
転
居
し
た
方

は
、
前
住
所
地
の
投
票
所

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　

【
投
票
の
順
序
・
方
法
】

　

最
初
に
千
葉
県
選
出
議

員
選
挙
（
ク
リ
ー
ム
色
の

投
票
用
紙
）
で
す
。
千
葉

県
選
出
議
員
選
挙
は
、
候

補
者
名
を
投
票
用
紙
に
記

載
し
ま
す
。

　

次
に
、
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
（
白
色
の
投
票

用
紙
）
と
な
り
ま
す
。
比

例
代
表
選
出
議
員
選
挙

は
、
政
党
名
ま
た
は
候
補

者
名
を
投
票
用
紙
に
記
載

し
ま
す
。

　

【
入
場
整
理
券
】

　

７
月　

日
か
ら
郵
送
し

１０

て
い
ま
す
。
入
場
整
理
券

は
圧
着
式
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
表
と
裏
を
は
が

し
、
各
自
切
り
離
し
て
、

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
届
い
て
い

な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場

合
で
も「
投
票
で
き
る
方
」

に
該
当
す
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
は
、
投
票

用
紙
の
引
換
券
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

【
期
日
前
投
票
・
不
在

者
投
票
】

　

選
挙
期
日
に
仕
事
や
用

務
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
期
日
前
投
票
所
の
場

所
お
よ
び
時
間
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
指
定
病
院
や
施

設
で
の
不
在
者
投
票
、
滞

在
地
に
お
い
て
の
不
在
者

投
票
、
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
の
期
間
は
期
日

前
投
票
と
同
じ
期
間
で
す
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
期

間
中
に　

歳
未
満
の
方
は
、

２０

不
在
者
投
票
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

※
期
日
前
・
不
在
者
投

票
の
際
に
は
、
選
挙
期
日

に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
旨

の
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

【
代
理
・
点
字
投
票
】

　

体
が
不
自
由
な
方
や
、

字
が
書
け
な
い
方
の
た
め

に
、
代
理
人
が
代
わ
っ
て

記
入
し
、
本
人
が
投
函
す

る
制
度
や
点
字
に
よ
る
点

字
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

【
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
】

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
る
対
象
者
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下

肢
等
の
障
害
の
程
度
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
方
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
５
の
方
等
、
一
定
の
要

件
が
必
要
で
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
に
は
、
事
前

に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
と
さ
れ
た
方
で
、

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

が
１
級
の
方
は
、
代
理
記

載
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

【
開
票
】

　

午
後
９
時
か
ら
市
民
総

合
体
育
館
で
即
日
開
票
し

ま
す
。
※
電
話
で
開
票
状

況
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

で
き
ま
せ
ん

市職員を募集
平成２０年４月１日採用予定

　

平
成　

年
４
月
１
日
採

２０

用
予
定
の
流
山
市
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
は
、
一
般
行

政（
上
級
）、土
木（
上
級
）、

保
育
士
、
消
防
士
（
初
級
、

救
急
救
命
士
を
含
む
）
の

４
職
種
で
す
（
別
表
参

照
）。

　

【
受
験
手
続
】

　

▽
提
出
書
類
＝
人
事
課

で
配
布
の
試
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
原

則
本
人
が
人
事
課
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
送
▽
受
付
期
間

／
時
間
＝
７
月　

日
�
〜

３０

８
月　

日
�
（
土
・
日
曜

１０

を
除
く
）
／
９
時
〜　

時
１７

※
郵
送
は
８
月　

日
消
印

１０

有
効

　

【
第
１
次
試
験
】

　

▽
期
日
／
内
容
＝
９
月

　

日
�
／
一
般
教
養
、
専

１６門
試
験
、
作
文
試
験
、
適

性
試
験
▽
場
所
＝
東
洋
学

園
大
学
※
第
２
次
試
験
は

面
接
な
ど
（
日
程
は
第
１

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
作
品
募
集

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
と

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
平
成　

年
度
の

１９

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
」
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
の

小
学
生
以
上
の
方
▽
応
募

方
法
＝
９
月
７
日（
必
着
）

ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ

　

※
「
明
正
選
挙
」
な
ど

一
部
使
用
で
き
な
い
標
語

も
あ
り
ま
す
。
作
品
の
返

却
は
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作

品
の
版
権
は
主
催
者
側
に

属
し
、
自
由
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

　

【
ポ
ス
タ
ー
】

　

明
る
い
選
挙
を
推
進
す

る
内
容
で
、
画
用
紙
４
ツ

切
（
５
４
２
×
３
８
２ 

㎜
）、
８
ツ
切
（
３
８
２
×

２
７
１
㎜
）
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
大
き
さ
の
自
作

ポ
ス
タ
ー
。
描
画
材
は
自

由
で
１
人
１
点
ま
で
※
作

品
の
裏
面
右
下
に
県
名
、

学
校
名
、
学
年
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢

を
記
入

　

【
標　

語
】

　

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

や
棄
権
防
止
を
呼
び
掛
け

る
自
作
標
語
（
適
当
な
大

き
さ
の
短
冊
に　

字
以
内

２０

で
１
枚
に
１
作
品
。
１
人

２
点
ま
で
）。※
作
品
の
左

横
に
学
校
名
、
学
年
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
を
記
入

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

部
局
の
課
題
解
決
へ

　

各
部
局
長
の
仕
事
と
目
標
を
公
表

　

市
で
は
、
各
部
局
長
が

そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
の
目
標

と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
「
各

部
局
長
の
仕
事
と
目
標
」

を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
行
政
活
動
を

一
定
の
基
準
・
視
点
か
ら

評
価
し
、
そ
の
結
果
を
改

善
に
結
び
つ
け
る
行
政
評

価
等
の
手
法
に
よ
り
、
明

確
に
な
っ
た
各
部
局
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
策

定
し
た
も
の
で
す
。

　

基
本
計
画
で
定
め
た
６

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

評
価
結
果
を
も
と
に
、
中

・
長
期
目
標
と
平
成　

年
１９

度
に
お
け
る
各
部
局
の
予

算
や
人
員
を
踏
ま
え
て
、

各
部
局
長
自
ら
が
年
度
目

標
を
作
成
し
、
目
標
達
成

へ
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
目
標
に
対

し
て
の
今
年
度
中
の
中
間

確
認
（
平
成　

年　

月
末

１９

１０

時
点
）
お
よ
び
最
終
確
認

（
平
成　

年
３
月
末
）
を

２０

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
各
部
局

長
の
仕
事
と
目
標
」
は
、

市
の
す
べ
て
の
業
務
を
対

象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

各
部
局
長
が
、
自
ら
重
要

と
判
断
し
た
業
務
を
選
ん

だ
も
の
で
す
。

　

「
各
部
局
長
の
仕
事
と

目
標
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
出
張
所
、
図
書
館
、
市

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

老人保健制度　訪問指導などを活用し適切な受診を
　
　老人保健制度による老人医療費は、高齢社会の進展ととも
に年々増加しています。本市でも、平成１５年度と平成１７年度
を比較すると、老人医療費の総額は約７．３％増、年間１人当た
り老人医療費は約１４．４％増になっています。

　老人医療費の増加の要因としては、
生活習慣病などの慢性の病気の増加、
入院期間の長期化などがあげられま
す。日ごろから健康管理に気を付け、
適切な受診を心がけるようにしまし
ょう。
　市では、老人医療の受給者を対象
に保健師による訪問指導を行ってい
ます。詳細は問い合わせを。
　□問 高齢者生きがい推進課�
７１５０―６０８０

期日前投票所
期間／開設時間場所／住所

７月１３日�～２８日�
午前８時３０分～午後８時

流山市役所／
平和台１－１－１

７月２２日�～２８日�
午前９時～午後８時

北部公民館／
美原１－１５８－２
東部公民館／
名都借７５６－４
※入場整理券（届いている方）を持参してください

　

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

○流山市の�
　老人医療費の推移�

医療費総額�
年間１人当たり老人医療費�

１０６億１,５５７万円�

７３万４千円�

平成15年度� 平成16年度� 平成17年度�

７７万３千円�
８４万円�９８億９,０４１万円�

１００億７,１４６万円�
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フ
ッ
ト
サ
ル
日
本
一

　

日
か
ら
海
外
遠
征
選
手
団
も

２５

流山翼少年
サッカー

中
か
ら
選
ば
れ
た
男
女
各

　

人
は
、
日
本
代
表
と
し

１４

て
７
月　

日
か
ら
ア
メ
リ

２５

カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
遠

征
し
、
国
際
少
年
少
女
サ

ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
同
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、

岡
田
佳
祐
君
、
佐
藤
尚
人

君
、
鈴
木
和
豊
君
の
３
人

の
６
年
生
が
出
場
す
る
予

定
で
す
。
ご
声
援
を
。

び
掛
け
で
、
レ
イ
ソ
ル
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
。
流

山
東
部
Ｆ
Ｃ
（
林
雅
己
監

督
）
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
も
参
加
し
、
両
選
手

の
華
麗
な
プ
レ
ー
に
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
、
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
対
抗
ゲ
ー
ム
や
的

当
て
Ｐ
Ｋ
合
戦
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
流
山
翼
少

２６

年
サ
ッ
カ
ー
（
宇
佐
美
進

総
監
督
）の
選
手　

人
が
、

１１

井
崎
市
長
を
訪
ね
、
キ
ャ

ノ
ン
カ
ッ
プ
・
フ
ッ
ト
サ

ル
日
本
一
の
報
告
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

男
子
１
４
４
チ
ー
ム
の

頂
点
に
立
っ
た
翼
少
年
サ

ッ
カ
ー
は
、
昭
和　

年
に

５８

創
立
さ
れ
た
強
豪
チ
ー
ム

で
す
。
南
流
山
小
学
校
と

鰭
ケ
崎
小
学
校
の
小
学
４

〜
６
年
生
が
主
な
メ
ン
バ

ー
。

　

ま
た
、
全
出
場
選
手
の

　

６
月　

日
、
ケ
ア
ハ
ウ

１６

ス
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
流
山
で
、

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
サ
ッ
カ
ー

少
年
ら
に
よ
る
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
日
、
同
施
設
を
訪

問
し
て
く
れ
た
の
は
Ｊ
リ

ー
グ
柏
レ
イ
ソ
ル
の
ミ
ッ

ド
フ
ィ
ー
ル
ダ
ー
・
阿
部

嵩
選
手
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ

ー
・
大
島
嵩
弘
選
手
。
施

設
に
は
、
レ
イ
ソ
ル
全
選

手
が
お
年
寄
り
の
健
康
を

願
っ
て
寄
せ
書
き
し
た
チ

ー
ム
フ
ラ
ッ
グ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
世
代
を

超
え
た
交
流
を
図
ろ
う
と

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
呼

を
認
め
る
も
の
で
す
。

　

申
請
さ
れ
た
保
護
者
と

生
徒
に
は
、
希
望
す
る
小

規
模
特
認
校
で
の
面
接
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
学
校

概
要
に
つ
い
て
は
、
両
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

▽
小
規
模
特
認
校
＝
別

表
の
と
お
り
▽
募
集
期
間

＝
９
月　

日
�
〜　

月　

１５

１０

３１

日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
申
請
方
法
＝

学
校
教
育
課
お
よ
び
小
規

模
特
認
校
で
配
布
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
学
校
教
育
課
窓
口
へ

持
参
（
転
学
の
場
合
は
、

在
学
中
学
校
長
の
意
見
書

を
添
付
）
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

高
齢
者
と
サ
ッ
カ
ー
交
流

東
部
Ｆ
Ｃ
や
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
訪
問

全
域
か
ら
希
望
者
募
る

小
規
模
特
認
校
の
２
中
学
校

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

八
木
中
学
校
お
よ
び
西
初

石
中
学
校
を
小
規
模
特
認

校
と
し
、
通
学
区
域
を
市

内
全
域
に
広
げ
、
入
学
を

希
望
す
る
生
徒
を
受
け
入

れ
ま
す
。

　

小
規
模
特
認
校
と
は
、

小
規
模
校
の
特
色
を
生
か

し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

個
性
や
特
性
に
応
じ
た
指

導
の
中
で
、
豊
か
な
人
間

性
を
培
い
、
明
る
く
伸
び

伸
び
と
し
た
教
育
を
希
望

す
る
通
学
区
域
外
（
流
山

市
内
に
限
る
）の
生
徒
に
、

一
定
の
条
件
の
も
と
入
学

柏レイソル流山ホームタウンデー
市民２５組５０人を無料招待         

ハーフタイムに迫力のソーランや和太鼓も

　�日立柏レイソル事業部では、「柏レイソ

ル流山ホームタウンデー」として、８月２５日

の対ジェフ千葉戦に市民２５組５０人を無料招待

します。ハーフタイムショーとして、東深井

中学校の生徒の皆さんによる和太鼓と「深中

ソーラン」も披露されます。

　▽日時＝８月２５日�１９時（キックオフ）～

※対ジェフ千葉戦▽場所＝日立柏サッカー場

（柏市）▽対象／定員＝市民／２５組（多数抽

選）▽応募方法＝往復ハガキに郵便番号、住

所、氏名、年齢、電話番号、返信用に宛名を

明記の上、８月３日（消印有効）までに〒２７７

－００８３柏市日立台１－２－５０�日立柏レイソ

ル｢流山ホームタウンデー　ペアチケット」係

へ

　□問 �日立柏レイソル事業部�７１６７－
０７１７（火～金曜、１０時～１７時）

子
育
て
支
援
セ 

ン
タ
ー
も
併
設

　

７
月
か
ら
県
内
初
の
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

東
口
駅
前
の
ビ
ル
「
ラ
イ

フ
ガ
ー
デ
ン
流
山
お
お
た

か
の
森
」。駅
の
自
由
通
路

と
２
階
が
直
接
結
ば
れ
、

本
社
機
能
を
持
つ
企
業
や

前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
併
設
し
た
子
育
て
支

援
複
合
施
設
フ
ォ
レ
ス
ト

・
キ
ッ
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
保
育
園
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
結
び
、
子
ど
も
の
送

迎
を
し
て
働
く
お
母
さ
ん

を
応
援
し
ま
す
。
こ
の
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
試
み

で
、
保
護
者
が
出
勤
な
ど

の
途
中
、
市
内
の
各
保
育

園
に
通
う
お
子
さ
ん
を
同

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
連
れ
て

来
た
後
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園

に
バ
ス
で
お
送
り
し
ま
す
。

夕
方
に
は
、
バ
ス
で
各
保

育
園
に
迎
え
に
行
き
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ど
り
、

保
護
者
の
帰
り
を
待
つ
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ご

利
用
は
、１
日
１
０
０
円
、

１
カ
月
２
０
０
０
円
で
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
は
保
育
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４
／
フ
ォ
レ
ス

ト
・
キ
ッ
ズ
・
ガ
ー
デ
ン

�
７
１
５
３
―
４
１
２
３

庭
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
に
ご
返
却
を
。

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

ふ
る
さ
と
産
品
を
紹
介

　

今
日　

日　

時
〜　

時

１５

１０

１５

ま
で
、
流
山
お
お
た
か
の

森
S
・
C
３
階
の
日
曜
情

報
セ
ン
タ
ー
で
流
山
ふ
る

さ
と
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

受
給
券
を
郵
送

対
象
は
就
学
前
児

で

幼児医
費助成

を
、
入
院
・
通
院
（
調
剤

も
含
む
）
と
も
「
就
学
前

ま
で
」に
拡
大
し
ま
し
た
。

れ
た
受
給
券
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も
家

　日本一の報告と海外遠征の抱負を語った流山翼少年サッカーの皆さん

行政提案による業務参加事業の委託事業者を報告します
　第１次アウトソーシング計画に沿って、市では行政提案による
事業について委託事業者を募集しました。下の表のとおり委託事
業者が決定しました。今年度は、各業務を表の事業者に委託し、
必要最小限のコストで的確な行政サービスを提供してまいります。

委託事業者事　　業　　名

（ＮＰＯ）市民助け合いネット成人式企画・運営サポート業務委託事業

流山市音楽家協会サロンコンサート企画・運営業務委託事業

�アーテック市民ギャラリー企画・展示業務委託事業

流山市音楽家協会市民音楽祭企画・運営サポート業務委託事業

（ＮＰＯ）流山市体育協会県民体育大会出場選手派遣業務委託事業

（ＮＰＯ）市民助け合いネット流山ロードレース大会運営サポート業務委託事業

（ＮＰＯ）市民助け合いネット交通安全啓発・指導業務委託事業

�文化工房広報紙号外号編集業務委託事業

（ＮＰＯ）自立サポートネット流山精神障害者ホームヘルパー養成研修業務委託事業

（ＮＰＯ）自立サポートネット流山移動介護従事者（ガイドヘルパー）養成研修業務委託事業

（ＮＰＯ）ＮＰＯさとやま市民環境講座開催業務委託事業

流山６丁目自治会、南流山東町会など４６自治会公園維持管理事業

　行政提案による委託事業者一覧表

□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

　小規模特認校

所在地
（電話番号）

学校名

 古間木210－2
�7159－7461

八木中学校

 西初石4－455－1
�7154－3091

西初石中学校

と育児の両立応援
初の送迎保育ステーション

立保育園とネットワークを結ぶ全国的にも珍しい

（　）　　 第１１４２号５
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医
療
機
関
、
ガ
ス
器
具
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
、
銀
行
、
大

学
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ル
の
４
階
に
、
駅

対
象
は
就
学
前
児
ま
で

乳幼
療費

　

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成

受
給
券
」
が
８
月
１
日
か

ら
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
新
し
い
受
給
券
を
今

月　

日
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

２７

　

市
で
は
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
を
昨
年
８
月

か
ら
改
正
し
、
従
来
の
制

度
で
は
、「
３
歳
未
満
ま
で
」

と
な
っ
て
い
た
助
成
対
象

　

今
回
、
郵
送
す
る
受
給

券
の
有
効
期
限
は
、
平
成

　

年
７
月　

日
ま
で
（
６

２０

３１

歳
児
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
）
で

２０

３１

す
。
８
月
１
日
以
降
、
お

手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

子
ど
も
家
庭
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
切

交
通
事
故
に
ご
注
意
を

　

日
か
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開

２０

　

「
油
断
せ
ず　

い
つ
も

心
に　

初
心
者
マ
ー
ク
」、

「
自
転
車
も　

ハ
ン
ド
ル

握
れ
ば　

ド
ラ
イ
バ
ー
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で

２０

３１　６月２０日、警察や交通安全協会、安全運転管
理者協議会、交通安全活動推進委員、交通安全
母の会の皆さんが、市内各地でシートベルトと
チャイルドシートの着用を呼び掛けました

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
①
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
②
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
と
自
動
二
輪

等
に
対
す
る
交
通
事
故
防

止
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
と

速
度
超
過
な
ど
悪
質
・
危

険
な
運
転
の
防
止－

を
重

点
目
標
に
、
流
山
警
察
署

や
流
山
交
通
安
全
協
会
な

ど
と
連
携
し
て
啓
発
活
動

や
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
呼
び

掛
け
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
事
故
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
う
事
故
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
事
故

防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

万
一
の
事
故
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　

「
千
葉
県
市
町
村
交
通

災
害
共
済
」
の
加
入
受
け

付
け
を
、
７
月　

日
か
ら

１７

８
月　

日
ま
で
行
い
ま
す
。

３１

　

こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、

利
益
を
目
的
と
し
な
い
住

民
相
互
の
共
済
制
度
で
、

公
共
団
体
が
運
営
す
る
安

心
・
有
利
な
制
度
で
す
。

　

万
一
の
災
害
に
備
え
て
、

ご
家
族
で
加
入
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

▽
対
象
＝
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
（
外
国
人
登
録

原
票
を
含
む
）
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
。
ま
た
、
そ

の
扶
養
者
で
本
市
以
外
に

住
ん
で
い
る
方
▽
会
費

（
年
額
）
＝
１
人
７
０
０

円
▽
見
舞
金
＝
①
死
亡
…

１
５
０
万
円
②
身
体
障
害

（
１
・
２
級
）
…　

万
円

５０

③
ケ
ガ
…
２
万
円
〜　

万
５０

円
④
交
通
遺
児
…
遺
児
１

人
に
つ
き　

万
円
▽
受
付

１０

場
所
／
期
間
＝
安
心
安
全

課
お
よ
び
各
出
張
所
／
７

月　

日
�
〜
８
月　

日
�

１７

３１

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
※

出
張
受
付
も
実
施
（
別
表

参
照
）
▽
共
済
期
間
＝
平

成　

年
９
月
１
日
〜
平
成

１９

　

年
８
月　

日

２０

３１

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

貸
出
場
所
が
変
更

貸
出
場
所
が
変
更　

　

市
で
は
、
安
心
安
全
課

窓
口
で
行
っ
て
い
た
「
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出

業
務
」
を
、
７
月
か
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
助
け
合
い

ネ
ッ
ト
に
委
託
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
と
し
て

委
託
し
た
も
の
で
、
今
ま

で
の
受
付
時
間
に
加
え
、

土
曜
（
午
前
中
）
も
貸
し

出
し
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

▽
貸
出
場
所
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
（
西
初
石
４
―
３
７
０

―　

／
�
７
１
５
３
―
５

９３
７
３
３
）
▽
受
付
時
間
＝

月
〜
金
曜
…
９
時
〜　
１７

時
、
土
曜
…
９
時
〜　

時
１２

※
日
曜
・
祝
日
は
除
く

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

７
月
１
日
付
で
、
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
４
人
の
方
が
、
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委

員
と
し
て
１
人
が
そ
れ
ぞ

れ
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
や
行
政
相
談
委
員
に
よ

る
「
悩
み
ご
と
（
人
権
・

行
政
）
相
談
」
を
、
毎
週

月
曜
に
予
約
制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
を
。

　

※
▽
は
再
任
、
▼
は
新

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

　

行
政
相
談
委
員
も
増
員

任
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

▽
稲
葉
智
江
▽
鏑
木
忠

良
▽
中
田
聰
子
▼
中
村
忠

夫
　

【
行
政
相
談
委
員
】

　

▼
宇
佐
美
進

　

□問
 

市
民
相
談
室
�
７
１

５
８
―
１
６
１
６

人
権
を
考
え
る
図
書
寄
贈

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解
呼
び
掛
け

　

６
月　

日
、
生
涯
学
習

３０

セ
ン
タ
ー
で
、「
地
面
の
底

が
ぬ
け
た
ん
で
す
〜
あ
る

ハ
ン
セ
ン
病
女
性
の
不
屈

の
生
涯
」
が
公
演
さ
れ
３

０
２
人
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

６
月　

日
か
ら　

日
ま

２４

３０

で
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し

く
理
解
す
る
週
間
」
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
人
権
擁
護

委
員
や
流
山
歴
史
文
化
研

究
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山

お
や
こ
劇
場
な
ど
が
実
行

委
員
会（
渡
辺
義
正
会
長
）

を
組
織
し
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。
公
演
に
先
立
ち

６
月　

日
か
ら
市
役
所
で

２０

ハ
ン
セ
ン
病
写
真
展
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委

員
会
で
は
７
月　

日
、
劇

１０

の
原
作
本
な
ど
を
各
図
書

館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
で
は
、「
ハ
ン
セ

ン
病
は
遺
伝
病
で
も
な
く
、

完
治
す
る
病
気
で
す
。
偏

見
や
差
別
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

育
委
員
会
で
は
子
ど
も
の

た
め
の
電
話
相
談
を
始
め

ま
し
た
。

　

い
じ
め
の
こ
と
や
友
だ

ち
の
こ
と
で
嫌
な
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
、
つ
ら
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
電

話
く
だ
さ
い
。
毎
日　

時
１３

か
ら　

時
ま
で
（　

時
以

２１

２１

降
も
携
帯
電
話
に
転
送
し
、

で
き
る
限
り
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）
専
門
の

相
談
員
が
子
ど
も
た
ち
の

悩
み
が
少
し
で
も
な
く
な

る
よ
う
に
願
っ
て
待
機
し

て
い
ま
す
。

　

□問
 

子
ど
も
専
用
い
じ
め

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
�
７
１
５

０
―
８
０
５
５

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

子
ど
も
専
用
の
相
談
電
話

　

流
山
市
子
ど
も
専
用
い

じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
ご

存
知
で
す
か
。

　

こ
と
し
１
月
か
ら
市
教

サマーファンタジア
おおたかの森駅前で
フラダンス、ジャズ、ブラスバンド

　

８
月　

日
�　

時
か
ら

１８

１１

　

時
ま
で
流
山
お
お
た
か

１８の
森
駅
南
口
都
市
広
場
で

「
サ
マ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
は
駅
前
に
パ
リ
を

思
わ
せ
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
を
出
現
さ
せ
ま
し
た
が
、

こ
と
し
は
、
都
市
広
場
に

南
の
島
の
リ
ゾ
ー
ト
を
創

出
。
椰
子
の
木
陰
で
ト
ロ

ピ
カ
ル
な
ド
リ
ン
ク
や
料

理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ
ズ
、
全

国
的
に
有
名
な
市
立
柏
高

校
吹
奏
楽
部
の
２
０
０
人

に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
、
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
（
宮
原

哲
也
委
員
長
）
の
皆
さ
ん

が
準
備
中
で
す
。当
日
は
、

夜
に
は
江
戸
川
堤
で
「
流

山
ス
カ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
を
テ
ー
マ
に
第　

回
３１

流
山
花
火
大
会
が
行
わ
れ

ま
す（
１
面
参
照
）。
夏
休

み
の
１
日
を
音
楽
や
花
火

な
ど
で
、
た
っ
ぷ
り
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

　

本
市
の
公
共
下
水
道
普

及
率
は
、
こ
と
し
４
月
現

在
で
約　

パ
ー
セ
ン
ト
と

６４

な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
で
、
道
路
側
溝
に

は
雨
水
以
外
の
水
が
流
れ

な
く
な
る
た
め
、
ハ
エ
や

蚊
の
発
生
、
悪
臭
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
使
え
る

区
域
（
処
理
区
域
）
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
接
続
工
事
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
良
好
な
生
活
環

境
を
守
る
た
め
、
公
共
下

水
道
の
使
用
に
当
た
っ
て

は
、
次
の
点
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

①
洗
濯
機
の
排
水
は
、

ベ
ラ
ン
ダ
排
水
口
や
Ｕ
字

溝
に
流
さ
な
い
。

　

②
油
や
野
菜
く
ず
な
ど

は
流
さ
な
い
。

　

③
台
所
シ
ン
ク
下
に
は
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
生
ご
み

粉
砕
機
）
を
単
体
で
使
用

し
な
い
。

　

④
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

も
の
を
流
さ
な
い
。

　

⑤
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
を
開
け
て
、
土
砂
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ご
み
な

ど
を
捨
て
な
い
。

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

公共下水道　

　正しく使って　　
　　　快適生活

交通災害共済の出張受け付け

受付時間・場所
期　日

13：30～16：309：30～11：30

鰭ケ崎団地自治会館初石公民館７月２５日�

江戸川台西自治会館松ケ丘自治会館７月２６日�

向小金福祉会館７月２７日�

仕事と
県内初

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�７１５０
－８０５５

　市内の公・私立
試み
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フ
ッ
ト
サ
ル
日
本
一

　

日
か
ら
海
外
遠
征
選
手
団
も

２５

流山翼少年
サッカー

中
か
ら
選
ば
れ
た
男
女
各

　

人
は
、
日
本
代
表
と
し

１４

て
７
月　

日
か
ら
ア
メ
リ

２５

カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
遠

征
し
、
国
際
少
年
少
女
サ

ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
同
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、

岡
田
佳
祐
君
、
佐
藤
尚
人

君
、
鈴
木
和
豊
君
の
３
人

の
６
年
生
が
出
場
す
る
予

定
で
す
。
ご
声
援
を
。

び
掛
け
で
、
レ
イ
ソ
ル
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
。
流

山
東
部
Ｆ
Ｃ
（
林
雅
己
監

督
）
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
も
参
加
し
、
両
選
手

の
華
麗
な
プ
レ
ー
に
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
、
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
対
抗
ゲ
ー
ム
や
的

当
て
Ｐ
Ｋ
合
戦
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
流
山
翼
少

２６

年
サ
ッ
カ
ー
（
宇
佐
美
進

総
監
督
）の
選
手　

人
が
、

１１

井
崎
市
長
を
訪
ね
、
キ
ャ

ノ
ン
カ
ッ
プ
・
フ
ッ
ト
サ

ル
日
本
一
の
報
告
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

男
子
１
４
４
チ
ー
ム
の

頂
点
に
立
っ
た
翼
少
年
サ

ッ
カ
ー
は
、
昭
和　

年
に

５８

創
立
さ
れ
た
強
豪
チ
ー
ム

で
す
。
南
流
山
小
学
校
と

鰭
ケ
崎
小
学
校
の
小
学
４

〜
６
年
生
が
主
な
メ
ン
バ

ー
。

　

ま
た
、
全
出
場
選
手
の

　

６
月　

日
、
ケ
ア
ハ
ウ

１６

ス
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
流
山
で
、

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
サ
ッ
カ
ー

少
年
ら
に
よ
る
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
日
、
同
施
設
を
訪

問
し
て
く
れ
た
の
は
Ｊ
リ

ー
グ
柏
レ
イ
ソ
ル
の
ミ
ッ

ド
フ
ィ
ー
ル
ダ
ー
・
阿
部

嵩
選
手
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ

ー
・
大
島
嵩
弘
選
手
。
施

設
に
は
、
レ
イ
ソ
ル
全
選

手
が
お
年
寄
り
の
健
康
を

願
っ
て
寄
せ
書
き
し
た
チ

ー
ム
フ
ラ
ッ
グ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
世
代
を

超
え
た
交
流
を
図
ろ
う
と

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
呼

を
認
め
る
も
の
で
す
。

　

申
請
さ
れ
た
保
護
者
と

生
徒
に
は
、
希
望
す
る
小

規
模
特
認
校
で
の
面
接
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
学
校

概
要
に
つ
い
て
は
、
両
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

▽
小
規
模
特
認
校
＝
別

表
の
と
お
り
▽
募
集
期
間

＝
９
月　

日
�
〜　

月　

１５

１０

３１

日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
申
請
方
法
＝

学
校
教
育
課
お
よ
び
小
規

模
特
認
校
で
配
布
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
学
校
教
育
課
窓
口
へ

持
参
（
転
学
の
場
合
は
、

在
学
中
学
校
長
の
意
見
書

を
添
付
）
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

高
齢
者
と
サ
ッ
カ
ー
交
流

東
部
Ｆ
Ｃ
や
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
訪
問

全
域
か
ら
希
望
者
募
る

小
規
模
特
認
校
の
２
中
学
校

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

八
木
中
学
校
お
よ
び
西
初

石
中
学
校
を
小
規
模
特
認

校
と
し
、
通
学
区
域
を
市

内
全
域
に
広
げ
、
入
学
を

希
望
す
る
生
徒
を
受
け
入

れ
ま
す
。

　

小
規
模
特
認
校
と
は
、

小
規
模
校
の
特
色
を
生
か

し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

個
性
や
特
性
に
応
じ
た
指

導
の
中
で
、
豊
か
な
人
間

性
を
培
い
、
明
る
く
伸
び

伸
び
と
し
た
教
育
を
希
望

す
る
通
学
区
域
外
（
流
山

市
内
に
限
る
）の
生
徒
に
、

一
定
の
条
件
の
も
と
入
学

柏レイソル流山ホームタウンデー
市民２５組５０人を無料招待         

ハーフタイムに迫力のソーランや和太鼓も

　�日立柏レイソル事業部では、「柏レイソ

ル流山ホームタウンデー」として、８月２５日

の対ジェフ千葉戦に市民２５組５０人を無料招待

します。ハーフタイムショーとして、東深井

中学校の生徒の皆さんによる和太鼓と「深中

ソーラン」も披露されます。

　▽日時＝８月２５日�１９時（キックオフ）～

※対ジェフ千葉戦▽場所＝日立柏サッカー場

（柏市）▽対象／定員＝市民／２５組（多数抽

選）▽応募方法＝往復ハガキに郵便番号、住

所、氏名、年齢、電話番号、返信用に宛名を

明記の上、８月３日（消印有効）までに〒２７７

－００８３柏市日立台１－２－５０�日立柏レイソ

ル｢流山ホームタウンデー　ペアチケット」係

へ

　□問 �日立柏レイソル事業部�７１６７－
０７１７（火～金曜、１０時～１７時）

子
育
て
支
援
セ 

ン
タ
ー
も
併
設

　

７
月
か
ら
県
内
初
の
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

東
口
駅
前
の
ビ
ル
「
ラ
イ

フ
ガ
ー
デ
ン
流
山
お
お
た

か
の
森
」。駅
の
自
由
通
路

と
２
階
が
直
接
結
ば
れ
、

本
社
機
能
を
持
つ
企
業
や

前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
併
設
し
た
子
育
て
支

援
複
合
施
設
フ
ォ
レ
ス
ト

・
キ
ッ
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
保
育
園
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
結
び
、
子
ど
も
の
送

迎
を
し
て
働
く
お
母
さ
ん

を
応
援
し
ま
す
。
こ
の
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
試
み

で
、
保
護
者
が
出
勤
な
ど

の
途
中
、
市
内
の
各
保
育

園
に
通
う
お
子
さ
ん
を
同

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
連
れ
て

来
た
後
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園

に
バ
ス
で
お
送
り
し
ま
す
。

夕
方
に
は
、
バ
ス
で
各
保

育
園
に
迎
え
に
行
き
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ど
り
、

保
護
者
の
帰
り
を
待
つ
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ご

利
用
は
、１
日
１
０
０
円
、

１
カ
月
２
０
０
０
円
で
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
は
保
育
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４
／
フ
ォ
レ
ス

ト
・
キ
ッ
ズ
・
ガ
ー
デ
ン

�
７
１
５
３
―
４
１
２
３

庭
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
に
ご
返
却
を
。

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

ふ
る
さ
と
産
品
を
紹
介

　

今
日　

日　

時
〜　

時

１５

１０

１５

ま
で
、
流
山
お
お
た
か
の

森
S
・
C
３
階
の
日
曜
情

報
セ
ン
タ
ー
で
流
山
ふ
る

さ
と
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

受
給
券
を
郵
送

対
象
は
就
学
前
児

で

幼児医
費助成

を
、
入
院
・
通
院
（
調
剤

も
含
む
）
と
も
「
就
学
前

ま
で
」に
拡
大
し
ま
し
た
。

れ
た
受
給
券
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も
家

　日本一の報告と海外遠征の抱負を語った流山翼少年サッカーの皆さん

行政提案による業務参加事業の委託事業者を報告します
　第１次アウトソーシング計画に沿って、市では行政提案による
事業について委託事業者を募集しました。下の表のとおり委託事
業者が決定しました。今年度は、各業務を表の事業者に委託し、
必要最小限のコストで的確な行政サービスを提供してまいります。

委託事業者事　　業　　名

（ＮＰＯ）市民助け合いネット成人式企画・運営サポート業務委託事業

流山市音楽家協会サロンコンサート企画・運営業務委託事業

�アーテック市民ギャラリー企画・展示業務委託事業

流山市音楽家協会市民音楽祭企画・運営サポート業務委託事業

（ＮＰＯ）流山市体育協会県民体育大会出場選手派遣業務委託事業

（ＮＰＯ）市民助け合いネット流山ロードレース大会運営サポート業務委託事業

（ＮＰＯ）市民助け合いネット交通安全啓発・指導業務委託事業

�文化工房広報紙号外号編集業務委託事業

（ＮＰＯ）自立サポートネット流山精神障害者ホームヘルパー養成研修業務委託事業

（ＮＰＯ）自立サポートネット流山移動介護従事者（ガイドヘルパー）養成研修業務委託事業

（ＮＰＯ）ＮＰＯさとやま市民環境講座開催業務委託事業

流山６丁目自治会、南流山東町会など４６自治会公園維持管理事業

　行政提案による委託事業者一覧表

□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

　小規模特認校

所在地
（電話番号）

学校名

 古間木210－2
�7159－7461

八木中学校

 西初石4－455－1
�7154－3091

西初石中学校

と育児の両立応援
初の送迎保育ステーション

立保育園とネットワークを結ぶ全国的にも珍しい

（　）　　 第１１４２号５
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�������������
�������������

医
療
機
関
、
ガ
ス
器
具
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
、
銀
行
、
大

学
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ル
の
４
階
に
、
駅

対
象
は
就
学
前
児
ま
で

乳幼
療費

　

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成

受
給
券
」
が
８
月
１
日
か

ら
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
新
し
い
受
給
券
を
今

月　

日
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

２７

　

市
で
は
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
を
昨
年
８
月

か
ら
改
正
し
、
従
来
の
制

度
で
は
、「
３
歳
未
満
ま
で
」

と
な
っ
て
い
た
助
成
対
象

　

今
回
、
郵
送
す
る
受
給

券
の
有
効
期
限
は
、
平
成

　

年
７
月　

日
ま
で
（
６

２０

３１

歳
児
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
）
で

２０

３１

す
。
８
月
１
日
以
降
、
お

手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

子
ど
も
家
庭
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
切

交
通
事
故
に
ご
注
意
を

　

日
か
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開

２０

　

「
油
断
せ
ず　

い
つ
も

心
に　

初
心
者
マ
ー
ク
」、

「
自
転
車
も　

ハ
ン
ド
ル

握
れ
ば　

ド
ラ
イ
バ
ー
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で

２０

３１　６月２０日、警察や交通安全協会、安全運転管
理者協議会、交通安全活動推進委員、交通安全
母の会の皆さんが、市内各地でシートベルトと
チャイルドシートの着用を呼び掛けました

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
①
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
②
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
と
自
動
二
輪

等
に
対
す
る
交
通
事
故
防

止
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
と

速
度
超
過
な
ど
悪
質
・
危

険
な
運
転
の
防
止－

を
重

点
目
標
に
、
流
山
警
察
署

や
流
山
交
通
安
全
協
会
な

ど
と
連
携
し
て
啓
発
活
動

や
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
呼
び

掛
け
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
事
故
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
う
事
故
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
事
故

防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

万
一
の
事
故
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　

「
千
葉
県
市
町
村
交
通

災
害
共
済
」
の
加
入
受
け

付
け
を
、
７
月　

日
か
ら

１７

８
月　

日
ま
で
行
い
ま
す
。

３１

　

こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、

利
益
を
目
的
と
し
な
い
住

民
相
互
の
共
済
制
度
で
、

公
共
団
体
が
運
営
す
る
安

心
・
有
利
な
制
度
で
す
。

　

万
一
の
災
害
に
備
え
て
、

ご
家
族
で
加
入
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

▽
対
象
＝
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
（
外
国
人
登
録

原
票
を
含
む
）
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
。
ま
た
、
そ

の
扶
養
者
で
本
市
以
外
に

住
ん
で
い
る
方
▽
会
費

（
年
額
）
＝
１
人
７
０
０

円
▽
見
舞
金
＝
①
死
亡
…

１
５
０
万
円
②
身
体
障
害

（
１
・
２
級
）
…　

万
円

５０

③
ケ
ガ
…
２
万
円
〜　

万
５０

円
④
交
通
遺
児
…
遺
児
１

人
に
つ
き　

万
円
▽
受
付

１０

場
所
／
期
間
＝
安
心
安
全

課
お
よ
び
各
出
張
所
／
７

月　

日
�
〜
８
月　

日
�

１７

３１

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
※

出
張
受
付
も
実
施
（
別
表

参
照
）
▽
共
済
期
間
＝
平

成　

年
９
月
１
日
〜
平
成

１９

　

年
８
月　

日

２０

３１

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

貸
出
場
所
が
変
更

貸
出
場
所
が
変
更　

　

市
で
は
、
安
心
安
全
課

窓
口
で
行
っ
て
い
た
「
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出

業
務
」
を
、
７
月
か
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
助
け
合
い

ネ
ッ
ト
に
委
託
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
と
し
て

委
託
し
た
も
の
で
、
今
ま

で
の
受
付
時
間
に
加
え
、

土
曜
（
午
前
中
）
も
貸
し

出
し
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

▽
貸
出
場
所
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
（
西
初
石
４
―
３
７
０

―　

／
�
７
１
５
３
―
５

９３
７
３
３
）
▽
受
付
時
間
＝

月
〜
金
曜
…
９
時
〜　
１７

時
、
土
曜
…
９
時
〜　

時
１２

※
日
曜
・
祝
日
は
除
く

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

７
月
１
日
付
で
、
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
４
人
の
方
が
、
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委

員
と
し
て
１
人
が
そ
れ
ぞ

れ
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
や
行
政
相
談
委
員
に
よ

る
「
悩
み
ご
と
（
人
権
・

行
政
）
相
談
」
を
、
毎
週

月
曜
に
予
約
制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
を
。

　

※
▽
は
再
任
、
▼
は
新

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

　

行
政
相
談
委
員
も
増
員

任
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

▽
稲
葉
智
江
▽
鏑
木
忠

良
▽
中
田
聰
子
▼
中
村
忠

夫
　

【
行
政
相
談
委
員
】

　

▼
宇
佐
美
進

　

□問
 

市
民
相
談
室
�
７
１

５
８
―
１
６
１
６

人
権
を
考
え
る
図
書
寄
贈

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解
呼
び
掛
け

　

６
月　

日
、
生
涯
学
習

３０

セ
ン
タ
ー
で
、「
地
面
の
底

が
ぬ
け
た
ん
で
す
〜
あ
る

ハ
ン
セ
ン
病
女
性
の
不
屈

の
生
涯
」
が
公
演
さ
れ
３

０
２
人
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

６
月　

日
か
ら　

日
ま

２４

３０

で
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し

く
理
解
す
る
週
間
」
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
人
権
擁
護

委
員
や
流
山
歴
史
文
化
研

究
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山

お
や
こ
劇
場
な
ど
が
実
行

委
員
会（
渡
辺
義
正
会
長
）

を
組
織
し
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。
公
演
に
先
立
ち

６
月　

日
か
ら
市
役
所
で

２０

ハ
ン
セ
ン
病
写
真
展
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委

員
会
で
は
７
月　

日
、
劇

１０

の
原
作
本
な
ど
を
各
図
書

館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
で
は
、「
ハ
ン
セ

ン
病
は
遺
伝
病
で
も
な
く
、

完
治
す
る
病
気
で
す
。
偏

見
や
差
別
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

育
委
員
会
で
は
子
ど
も
の

た
め
の
電
話
相
談
を
始
め

ま
し
た
。

　

い
じ
め
の
こ
と
や
友
だ

ち
の
こ
と
で
嫌
な
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
、
つ
ら
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
電

話
く
だ
さ
い
。
毎
日　

時
１３

か
ら　

時
ま
で
（　

時
以

２１

２１

降
も
携
帯
電
話
に
転
送
し
、

で
き
る
限
り
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）
専
門
の

相
談
員
が
子
ど
も
た
ち
の

悩
み
が
少
し
で
も
な
く
な

る
よ
う
に
願
っ
て
待
機
し

て
い
ま
す
。

　

□問
 

子
ど
も
専
用
い
じ
め

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
�
７
１
５

０
―
８
０
５
５

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

子
ど
も
専
用
の
相
談
電
話

　

流
山
市
子
ど
も
専
用
い

じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
ご

存
知
で
す
か
。

　

こ
と
し
１
月
か
ら
市
教

サマーファンタジア
おおたかの森駅前で
フラダンス、ジャズ、ブラスバンド

　

８
月　

日
�　

時
か
ら

１８

１１

　

時
ま
で
流
山
お
お
た
か

１８の
森
駅
南
口
都
市
広
場
で

「
サ
マ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
は
駅
前
に
パ
リ
を

思
わ
せ
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
を
出
現
さ
せ
ま
し
た
が
、

こ
と
し
は
、
都
市
広
場
に

南
の
島
の
リ
ゾ
ー
ト
を
創

出
。
椰
子
の
木
陰
で
ト
ロ

ピ
カ
ル
な
ド
リ
ン
ク
や
料

理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ
ズ
、
全

国
的
に
有
名
な
市
立
柏
高

校
吹
奏
楽
部
の
２
０
０
人

に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
、
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
（
宮
原

哲
也
委
員
長
）
の
皆
さ
ん

が
準
備
中
で
す
。当
日
は
、

夜
に
は
江
戸
川
堤
で
「
流

山
ス
カ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
を
テ
ー
マ
に
第　

回
３１

流
山
花
火
大
会
が
行
わ
れ

ま
す（
１
面
参
照
）。
夏
休

み
の
１
日
を
音
楽
や
花
火

な
ど
で
、
た
っ
ぷ
り
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

　

本
市
の
公
共
下
水
道
普

及
率
は
、
こ
と
し
４
月
現

在
で
約　

パ
ー
セ
ン
ト
と

６４

な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
で
、
道
路
側
溝
に

は
雨
水
以
外
の
水
が
流
れ

な
く
な
る
た
め
、
ハ
エ
や

蚊
の
発
生
、
悪
臭
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
使
え
る

区
域
（
処
理
区
域
）
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
接
続
工
事
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
良
好
な
生
活
環

境
を
守
る
た
め
、
公
共
下

水
道
の
使
用
に
当
た
っ
て

は
、
次
の
点
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

①
洗
濯
機
の
排
水
は
、

ベ
ラ
ン
ダ
排
水
口
や
Ｕ
字

溝
に
流
さ
な
い
。

　

②
油
や
野
菜
く
ず
な
ど

は
流
さ
な
い
。

　

③
台
所
シ
ン
ク
下
に
は
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
生
ご
み

粉
砕
機
）
を
単
体
で
使
用

し
な
い
。

　

④
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

も
の
を
流
さ
な
い
。

　

⑤
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
を
開
け
て
、
土
砂
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ご
み
な

ど
を
捨
て
な
い
。

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

公共下水道　

　正しく使って　　
　　　快適生活

交通災害共済の出張受け付け

受付時間・場所
期　日

13：30～16：309：30～11：30

鰭ケ崎団地自治会館初石公民館７月２５日�

江戸川台西自治会館松ケ丘自治会館７月２６日�

向小金福祉会館７月２７日�

仕事と
県内初

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　市内の公・私立
試み
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平成１９年７月１５日（日曜日）　　　（　）６第１１４２号

★印のあるものは市主催のものです 

京
都
千
代
田
区
）
▽
日
程

（
予
定
）
＝
①
東
部
公
民

館
（
７
時　

分
）
―
②
流

３０

山
駅
東
口
（
７
時　

分
）

４５

―
③
江
戸
川
台
駅
西
口

（
８
時
）―
国
立
劇
場（　
１０

時
）―
公
演（　

時
〜　

時

１１

１５

　

分
）
―
流
山
市
内
※
①

３０〜
③
は
バ
ス
の
乗
車
場
所

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

４５加
費
＝
６
５
０
０
円
※
昼

食
は
各
自
で
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
古
典

芸
能
鑑
賞
会
（
文
楽
）
参

加
希
望
」、
応
募
者
全
員

（
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま

で
）
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
バ
ス
の

乗
車
場
所
（
①
〜
③
）、
返

信
用
に
代
表
者
の
宛
名
を

明
記
の
上
、７
月　

日（
消

２７

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
生
涯
学
習
課
へ
※
抽
選

結
果
は
、
８
月
初
旬
ご
ろ

返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

文
楽
の
鑑
賞
を
通
じ
て
、

古
典
芸
能
に
対
す
る
関
心

と
知
識
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
、
市
教
育
委
員
会

で
は
９
月　

日
、
国
立
劇

１１

場
で「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」

を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
演
は
、「 
夏 なつ 
祭 

ま
つ
り

 
浪  
花 

な
に 
わ 
鑑 
」を
上
演
し
ま
す
。

か
が
み

　

国
立
劇
場
ま
で
は
、
貸

し
切
り
バ
ス
で
市
内
３
カ

所
を
経
由
し
て
送
迎
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

１１

▽
場
所
＝
国
立
劇
場
（
東

古典芸能鑑賞会古典芸能鑑賞会『文楽』『文楽』
９月１１日、国立劇場で９月１１日、国立劇場で

　農業振興基本指針　　原案にご意見を
　流山市農業振興基本指針の原案について、ご意見を募集中
です。ご意見、住所、氏名を明記の上、７月３１日（必着）まで
に〒２７０－０１９２流山市役所農政課へ郵送または持参してくだ
さい（ファックス、Ｅメール（nousei@city.nagareyama.chiba.
jp）も可）。※原案は農政課、市ホームページでご覧いただ
けます
　□問 農政課�７１５０－６０８６／�７１５８－５８４０

�
　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
竹
細
工
〜
水
て
っ
ぽ
う

を
つ
く
ろ
う
〜
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２２

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
博
物
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
小
・
中
学
生

※
保
護
者
の
参
加
も
可
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

２０費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
博
物
館
へ
※
当
日

は
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
で

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支

援
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
８
月
９
日
�

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１０

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で

文
字
入
力
が
で
き
る
方
／

　

人（
多
数
抽
選
）▽
覚
え

１８た
い
内
容
＝
①
ワ
ー
ド
②

エ
ク
セ
ル
③
メ
ー
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
④
デ
ジ
カ

メ
写
真
編
集
▽
参
加
費
＝

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
等
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、覚
え
た
い
内
容（
①

〜
④
の
う
ち
１
つ
）、返
信

講
座
・
講
演

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

７
月　

日（
必
着
）ま
で
に

２５

〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
学
習
会

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�

２４

・　

日
�
、
８
月　

日
�

３１

２８

▽
時
間
＝　

時　

分
〜　

１３

３０

１５

時　

分
▽
場
所
＝
初
石
公

３０
民
館
▽
内
容
＝
①
「
環
境

と
生
命
体
」
の
ビ
デ
オ
上

映
、
講
義
「
身
体
の
入
れ

替
わ
り
、
睡
眠
等
に
つ
い

て
」、
ミ
ラ
ー
（
食
生
活
分

析
診
断
）
用
紙
配
付
②
講

義
「
栄
養
素
の
役
割
と
食

品
成
分
の
数
値
を
知
る
」、 

ミ
ラ
ー
用
紙
回
収
③
ミ
ラ

ー
の
結
果
に
つ
い
て
▽
参

加
費
＝
無
料
（
食
生
活
分

析
料
金
は
流
山
市
国
保
加

入
者
以
外
は
有
料
）
▽
持

ち
物
＝
筆
記
用
具
※
申
込

方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
調
理
実
習

　

▽
期
日
＝
８
月
１
日
�

・
２
日
�
・
９
日
�
・　
２３

日
�
・　

日
�
▽
時
間
＝

２４

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１３

石
公
民
館
▽
参
加
費
＝
１

回
６
０
０
円
（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
デ
ジ

タ
ル
ば
か
り
、
筆
記
用
具

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
高
校
開
放
「
さ
わ
や

か
健
康
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
」

（
全　

回
）（
流
山
高
校
、

１０

公
民
館
共
催
）

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
〜

１２

　

月　

日
の
日
曜
（
９
月

１０

２８

　

日
、　

月　

日
を
除
く
）

１６

１０

１４

▽
時
間
＝　

時
〜　

時　

１４

１５

３０

分
▽
場
所
＝
県
立
流
山
高

等
学
校
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

か
ら　

歳
位
ま
で
の
方
／

４０

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

３０容
＝
ボ
ク
シ
ン
グ
の
基
本

練
習
、
基
本
的
な
フ
ォ
ー

ム
な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、７
月　

日（
必

２５

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ

１６
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
ふ
る
さ
と
入
門
講
座

「
石
仏
コ
ー
ス
」（
全
４

回
）

　

▽
期
日
／
テ
ー
マ
＝
①

８
月　

日
�
／
板
碑
に
み

１９

る
庚
申
信
仰
②
９
月
２
日

�
／
江
戸
時
代
の
庚
申
塔

・　

日
�
、８
月　

日
�
▽

３１

３１

時
間
＝
９
時　

分
〜　

時

３０

１７

▽
場
所
＝
博
物
館
▽
内
容

＝
市
内
に
あ
る
庚
申
塔 

を
、「
庚
申
板
碑
」、「
庚
申

塔
の
移
り
変
わ
り
」、「
も

っ
と
細
か
く
！
」、「
聞
き

取
り
調
査　

庚
申
講
」
の

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け

て
紹
介
▽
入
場
料
＝
無
料

　

※
博
物
館
調
査
研
究
報

告
書　

「
流
山
庚
申
塔
探

２４

訪
」（
税
込
み
１
３
３
０ 

円
）
も
販
売
中

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

市
制
施
行　

周
年
記
念

４０

「
第　

回
流
山
市
展
」（
流

２８

山
市
美
術
家
協
会
主
催
）

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

１６

〜　

日
�
※
休
館
日
は　

２８

１７

日
�
・　

日
�
▽
時
間
＝

２３

９
時
〜　

時
（　

日
は　

２１

２８

１５

時
ま
で
）
▽
場
所
＝
さ
わ

や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏

市
）▽
内
容
＝
日
本
画
、洋

画
、
彫
刻
、
工
芸
の
作
品

展
示
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

�
　

★
男
女
共
同
参
画
「
夏

休
み
子
ど
も
ア
ニ
メ
上
映

会
」（
企
画
政
策
課
、
向
小

金
児
童
セ
ン
タ
ー
共
催
）

　

▽
日
時
＝
８
月
８
日
�

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
向

１３

３０

小
金
児
童
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
小
学
生

／　

人（
先
着
順
）▽
内
容

８０
＝
ビ
デ
オ
「
花
さ
き
山
」、 

「
三
枚
の
お
札
」、「
分
福

映
画
・
公
演

茶
釜
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ー

ト
ン
の
疑
問
」
の
上
映
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１１

１２

石
公
民
館
▽
内
容
＝
人
形

劇
「
き
ん
の
さ
か
な
」、
ボ

ー
ド
ビ
ル
▽
出
演
＝
人
形

劇
団
タ
ッ
プ
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
国
民

健
康
保
険
料
等
収
納
指
導

員
）
の
登
録
者
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
国
民
健

康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
戸
別
訪
問
に
よ
る

収
納
指
導
▽
勤
務
時
間
＝

休
日
を
含
む
９
時
〜　

時
２０

の
時
間
帯
で
月
１
４
０
時

間
以
内
▽
応
募
資
格
＝　
６０

歳
位
ま
で
の
健
康
な
方 

で
、
自
転
車
や
車
な
ど
の

交
通
用
具
を
持
ち
込
み
で

き
る
方
▽
給
与
＝
基
本
給

＋
歩
合
給
▽
応
募
方
法
＝

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
７
月　

日
ま
で

２５

に
国
保
年
金
課
へ
持
参
▽

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
の

上
、
面
接
※
登
録
者
の
採

用
通
知
は
採
用
者
の
み
連

絡
し
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

資
格
・
求
人

成年後見制度の個別相談会 
（先着７０人、無料）

　▽日時＝１０月１４日�１０時～１６時▽場所＝千葉県

社会福祉センター（千葉市）▽定員＝７０人（先着順）

▽内容＝弁護士、司法書士、社会福祉士による個

別相談▽申し込み＝参加申込書（市介護支援課、

市社会福祉協議会窓口で配布）に必要事項を明記

の上、８月３１日までに〒２６０－８５０８千葉市中央区千

葉港４－３千葉県後見支援センターへ郵送（ファ

ックスも可）

　□問 千葉県後見支援センター�０４３－２０４－
６０１２／�０４３－２０４－６０１３

１
・
か
た
ち
③
９
月
９
日

�
／
江
戸
時
代
の
庚
申
塔

２
・
銘
文
④
９
月　

日
�

１６

／
流
山
の
庚
申
塔
▽
時
間

＝　

時　

分
〜
▽
場
所
＝

１３

３０

中
央
図
書
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／　

人
（
先
着

５０

順
）
▽
参
加
費
＝
２
０
０

円（
資
料
代
）▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

市
民
環
境
の
つ
ど
い
〜

ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化

（
温
暖
化
防
止
な
が
れ
や

ま
等
主
催
）

　

▽
日
時
＝
８
月
４
日
�

　

時
〜　

時
※
温
暖
化
防

１３

１６

止
パ
ネ
ル
、
省
エ
ネ
グ
ッ

ズ
の
展
示
等
は　

時
〜
▽

１０

場
所
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）／
２
５
０
人（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
講
演
…
な

る
ほ
ど
・
ザ
・「
地
球
温
暖

化
問
題
」、
映
画
「
不
都
合

な
真
実
」
の
上
映
な
ど
▽

講
師
＝
藤
田
茂
さ
ん（
気 

象
大
学
校
准
教
授
）▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、 

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

参
加
人
数
、返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、７
月　
 ２５

日（
必
着
）ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
５
３
流
山
市
中

１
１
０
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー「
市
民
環
境
の
つ
ど
い
」

係
へ

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

高
齢
者
の
再
就
職
を
め

ざ
す
訪
問
介
護
員
２
級
養

成
講
座

　

▽
期
日
＝
９
月
３
日
�

〜　

月
２
日
�
の
間
で　

１０

２０

日
間
※　

月
〜　

月
に
別

１０

１２

途
実
習
５
日
間
▽
時
間
＝

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
柏

１７

の
葉
公
園
管
理
事
務
所

（
柏
市
）▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の　

〜　

歳
で

６０

６４

全
回
参
加
で
き
る
方
／　
４０

人（
多
数
抽
選
）▽
参
加
費

＝
無
料
（
健
康
診
断
書
と

細
菌
検
査
代
は
自
己
負

担
）
※
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

	
千
葉
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
�

０
４
３
―
２
２
７
―
５
１

１
２

�
　

★
企
画
展
「
流
山
庚
申

塔
探
訪
」

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

１５

〜
９
月　

日
�
※
休
館
日

１７

は
月
曜
（
７
月　

日
は
開

１６

館
）
お
よ
び
７
月　

日
�

１７

展　
　

示
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第１１４２号（　）　　　平成１９年７月１５日（日曜日）７

　献血にご協力を　
　
　▽日時＝８月１日�１０時～１６時▽場所＝市役所▽献
血のできる方＝１６歳～６９歳の健康な方（６５歳以上の
方は、６０歳から６４歳までに献血経験がある方）※献
血カードをお持ちの方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　
　江戸川八十八ケ所を歩く（旧八木地区）＝７月２１日�９時～１２時
３０分、ＪＲ武蔵野線南流山駅北口集合。参加費無料□問 中村�
７１５４－１３６２
　すみれ祭り～夏の思い出２００７～（フリーマーケット＆屋台、ス
テージパフォーマンスなど）（西深井地域生活支援センターすみ
れ主催、市後援）＝７月２２日�１２時～１５時３０分、西深井地域生活支
援センターすみれ。入場料無料□問 同支援センターすみれ�７１５４
－６２０２
　第５０回２００７年原水爆禁止国民平和大行進流山コース（２００７平
和行進流山市実行委員会主催、市・市教委後援）＝７月２２日�９時
～１６時３０分、江戸川台駅西口～西初石ふれあいの森～市役所前～
横須賀中央公園（松戸市）の道路。参加費無料□問 坂�７１５９－
８１２６
　たのしい家庭教育「みんなで学ぼうストレス解消法（家庭円満
の秘訣）」（明るい社会づくり家庭教育の会主催）＝７月２５日�１０時
～１２時、南流山センター。入場料無料□問 えもと�７１５９－
８４８１
　スズ虫交換会・無料配布（容器持参）（流山スズ虫の会主催）＝ 
７月２８日�１３時～１４時３０分、文化会館。参加費無料□問 坂本�
７１５８－２１８８

　第３０回住宅デー（無料住宅改善・耐震診断、子ども工作教室、包
丁研ぎ・まな板削りなど）（千葉土建流山支部主催、市後援）＝７月
２９日�１０時～１４時、美原１号公園、平和台２号公園、松ケ丘ふるさと
公園、南流山６号公園の４会場で同時開催□問 同流山支部�７１５０
－１９６６
　第１９回反核平和の火リレー（千葉県反核平和の火リレー流山地
区実行委員会主催）＝７月３１日�１０時５５分～１３時３０分、南流山駅
～市役所～運河水辺公園。参加費無料□問 梶間�７１５９－
４７３３
　旧山古志村復興支援チャリティー歌声喫茶（生涯現役ときわ会
わいわいクラブ主催）＝８月１１日�１４時～１６時、アミュゼ柏（柏市）。
入場料１,３００円□問 松本�７１５８－１７５９
　流山パズル大会（同実行委員会主催、市・市教委後援）＝８月１２日
�１３時～１７時、南流山福祉会館。参加費１チーム５００円（１人でもグ
ループでも参加可）□問 海老原�０８０－１２４５－２６５１

　自彊術同好会（健康リハビリ体操）＝毎週木曜１３時～１５時、生涯
学習センター□問 田中�７１５２－１３０４
　よさこい　りゅうとう（よさこい鳴子おどり）＝毎週金曜１９時
～２２時、向小金福祉会館□問 大塚�７１７４－６７７３
　ビデオクラブ２１（ビデオ作品の上映、撮影、編集等）＝第１水曜１２
時～１７時、生涯学習センター□問 飯島�７１４７－３３５５
　ひと言レター（ペン習字、印作り）＝第１・３木曜１０時～１１時３０分、
文化会館□問 五十嵐�７１５４－２９６５
　ダンスサークルＴＤ会（社交ダンス初心者・初級者）＝月３回土
曜１５時～１７時、生涯学習センター□問 �橋�０９０－９８０２－
０９５７
　はづき会（書道）＝毎週金曜９時～１３時、十太夫福祉会館□問 梶山
�７１５２－５７１８
　カントリーダンス「ニューヨーク」（ラインダンス）＝毎週金曜
１９時～２０時３０分、南流山センター□問 廣野�７１５９－４９２４
　向小金ファイナルズ（ソフトボール）＝毎週日曜１０時～１２時、向
小金小学校□問 小林�７１７４－３５８０

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年４月・５月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下５月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

９以下５月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下５月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下５月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０２以下５月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００４５以下４月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９３,３３５台４６,９８４台４６,３５１台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年５月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

１９２０７８１７時　間①騒音　

０（０）２（０）１（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

　

学
童
保
育
所
の
夏
季
休

暇
臨
時
指
導
員
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
つ
く
し

ん
ぼ
学
童
ク
ラ
ブ
（
中
野

久
木
）
▽
勤
務
内
容
＝
新

川
小
１
〜
３
年
生
の
放
課

後
保
育
▽
勤
務
期
間
＝
夏

季
休
暇
期
間
（
８
月
末
ま

で
）
▽
勤
務
時
間
＝
①
８

時
〜　

時
②　

時
〜　

時

１０

１６

１８

▽
応
募
資
格
＝
勤
務
時
間

の
両
方
、
ま
た
は
①
②
の

い
ず
れ
か
勤
務
可
能
な
方

▽
時
間
給
＝
８
０
０
円
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

つ
く
し
ん
ぼ
学
童
ク

ラ
ブ
�
７
１
５
４
―
２
１

１
４

�
　

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議

会
　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２６

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

３０

役
所
▽
内
容
＝
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る

対
応
策
に
つ
い
て

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

施
策
会
議　
傍聴可

�
　

「（
仮
称
）環
二
再
開
発

（
Ⅲ
街
区：

虎
ノ
門
街
区
）

建
設
事
業
」
に
関
す
る
環

境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧

　

（
仮
称
）
環
二
再
開
発

（
Ⅲ
街
区：

虎
ノ
門
街
区
）

建
設
事
業
の
実
施
に
伴 

い
、
市
内
の
一
部
に
電
波

障
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京

都
環
境
影
響
評
価
条
例
に

基
づ
き
、
当
該
事
業
の
環

境
影
響
評
価
書
案
に
つ
い

て
縦
覧
お
よ
び
意
見
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

　

▽
縦
覧
期
間
＝
７
月　
１７

日
�
〜
８
月　

日
�
（
土

１５

・
日
曜
を
除
く
）
▽
縦
覧

時
間
＝
８
時　

分
〜　

時

３０

１７

　

分
▽
縦
覧
場
所
＝
市
環

２０境
政
策
課

　

【
意
見
書
の
提
出
】

　

▽
提
出
方
法
＝
事
業 

名
、住
所
、氏
名
、環
境
保

全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見

を
明
記
の
上
、
７
月　

日
１７

か
ら
８
月　

日
（
消
印
有

３０
縦　

覧

効
）
ま
で
に
〒
１
６
３
―

８
０
０
１
新
宿
区
西
新
宿

２
―
８
―
１
都
庁
第
二
本

庁
舎
８
階
・
東
京
都
環
境

局
都
市
地
球
環
境
部
環
境

影
響
評
価
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

　

【
説
明
会
を
開
催
】

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�

１７

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２１

１４

〜　

時
▽
場
所
＝
虎
ノ
門

１６
パ
ス
ト
ラ
ル
新
館
（
東
京

都
港
区
）
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

東
京
都
環
境
局
都
市

地
球
環
境
部
環
境
影
響
評

価
課
�
０
３
―
５
３
８
８

―
３
４
４
０

�
　

★
夏
休
み
宿
題
お
う
え

ん
隊

　

▽
期
日
＝
８
月
３
日
�

・
４
日
�
▽
時
間
＝
９
時

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１１

３０

＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
＝

市
内
小
学
生
▽
内
容
＝
図

書
館
の
資
料
を
使
っ
た
調

べ
方
の
相
談
▽
参
加
費
＝

そ
の
他

無
料
▽
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★「
聞
き
書
き　
電
化
製

品
の
あ
る
暮
ら
し
」
刊
行

　

博
物
館
で
は
、
博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
聞
き
書

き
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
電

化
製
品
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
を
ま
と
め
た
「
聞
き
書

き　

電
化
製
品
の
あ
る
暮

ら
し
」
を
刊
行
し
、
頒
布

し
て
い
ま
す
。

　

▽
体
裁
＝
Ａ
４
判
・
１

４
４
頁
▽
頒
布
価
格
＝
３

８
０
円
（
税
込
み
）
▽
頒

布
場
所
＝
博
物
館

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
再
生
品
の
販
売

　

粗
大
ご
み
で
出
さ
れ
た

自
転
車
な
ど
を
修
理
再
生

し
、安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

①
再
生
自
転
車

　

▽
申
込
期
間
＝
７
月　
１５

日
�
〜　

日
�
（　

日
を

２９

１６

除
く
）
▽
受
付
時
間
＝
９

時
〜　

時
▽
申
込
資
格
＝

１７

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
１
世
帯
１
点
※
過

去
に
当
選
し
た
世
帯
の
方

は
ご
遠
慮
を
▽
申
し
込
み

＝
期
間
中
に
直
接
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

窓
口
へ
（
多
数
抽
選
、
結

果
は
当
選
者
に
通
知
）

　

②
再
生
家
具

　

再
生
家
具
は
、
先
着
順

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
申
込
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で

１
世
帯
１
カ
月
１
点

　

※
自
転
車
、
家
具
の
受

け
取
り
や
運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

政
令
指
定
都
市
の
調
査

・
研
究
の
中
間
報
告

　

東
葛
広
域
行
政
連
絡
協

議
会
か
ら
、
平
成　

年
度

１８

の
政
令
指
定
都
市
の
調
査

・
研
究
の
中
間
報
告
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
手

１０

１５

賀
沼
親
水
広
場
（
我
孫
子

市
）
▽
内
容
＝
市
民
団
体

等
の
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー

展
示
、
映
写
会
「
野
鳥
と

生
き
も
の
た
ち
」、手
賀
沼

船
上
見
学
会
、
カ
ヌ
ー
体

験
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
賞

品
あ
り
）
な
ど
※
雨
天
・

強
風
時
は
一
部
中
止
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

同
実
行
委
員
会
事
務

局
�
７
１
６
３
―
４
４
２

２
　

め
ざ
せ
！　

遊
び
の
達

人
（
全
３
回
）（
流
山
市
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

主
催
）

　

▽
内
容
／
期
日
／
場
所

＝
①
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
／
８

月　

日
�
／
げ
ん
き
村
キ

１９
ャ
ン
プ
場
②
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
／
９
月
１
日
�
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
③
レ
ク
＆

ゲ
ー
ム
大
会
／　

月　

日

１２

１６

�
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
＝
９
時　

分
〜　

３０

１５

時　

分
▽
対
象
／
定
員
＝

３０
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６

年
生
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

（
昼
食
、
保
険
代
な
ど
）

▽
受
付
期
間
＝
７
月　

日
１７

�
〜　

日
�
▽
申
し
込
み

３１

＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
イ
ベ
ン
ト
名
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学

年
、
電
話
番
号
を
明
記
）

で
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６
／
�
７

１
５
０
―
６
５
２
１

　

被
爆
者
健
康
管
理
見
舞

金
の
申
請

　

原
子
爆
弾
に
よ
り
被
爆

さ
れ
た
方
の
闘
病
な
ど
の

労
苦
に
報
い
、
健
康
の
保

持
意
欲
お
よ
び
生
活
意
欲

の
増
進
を
図
っ
て
い
た
だ

く
た
め
支
給
さ
れ
る
「
被

爆
者
健
康
管
理
見
舞
金
」

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

▽
対
象
と
な
る
方
＝
平

成　

年
８
月
１
日
現
在
本

１９
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
（
外
国
人
登
録
原
票

を
含
む
）
に
登
録
さ
れ
、

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ

方
▽
支
給
額
＝
年
額
１
万

円
▽
申
請
方
法
＝
被
爆
者

健
康
手
帳
、
印
か
ん
、
通

帳
な
ど
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の
を
持
参
の
上
、
８

月　

日
ま
で
に
社
会
福
祉

１１
課
窓
口
へ

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

イ ベ ン ト

サークル

分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別がががががががががが大大大大大大大大大大事事事事事事事事事事でででででででででですすすすすすすすすす！！！！！！！！！！分別が大事です！ 
ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみのののののののののの出出出出出出出出出出しししししししししし方方方方方方方方方方『『『『『『『『『『ここここここここここここここここここここががががががががががポポポポポポポポポポイイイイイイイイイインンンンンンンンンントトトトトトトトトト』』』』』』』』』』ごみの出し方『ここがポイント』

 
台所ごみは水を切ってから

　野菜くずや残飯などは、燃えやすいように水分
を十分に切ってから「燃やすごみ」で出しましょう。
　
紙おむつは汚物を取り除き「燃やすごみ」で

　紙おむつ（ビニール製を含む）は、プラスチック
類では出せません。
　汚物を取り除き、新聞紙などに包んで「燃やす
ごみ」で出してください。
　

未使用の花火は「ごみ」として出せません
　使用していない花火は、火薬類のため市では処
理できませんのでご注意ください。
　使い終わった花火は、水に浸してから「燃やす
ごみ」で出してください。
　

スプレー缶は使い切って「危険ごみ」に！
　スプレー缶が「燃やさないごみ」と一緒に出さ
れたため、残っていたガスが放出し引火したと思
われる火災が発生しました。
　スプレー缶は、必ず中身を使い切ってから「危
険ごみ」として透明性を有する袋に入れ、決めら
れた日に出してください。
　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１
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平成１９年７月１５日（日曜日）　　　（　）８第１１４２号
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　地域の緑と緑をつなぎ豊かな環境を

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

クククククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ララララララララララララララララ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
にににににににににににににににに
頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼
らららららららららららららららら
ずずずずずずずずずずずずずずずず
快快快快快快快快快快快快快快快快
適適適適適適適適適適適適適適適適
にににににににににににににににに

ク
ー
ラ
ー
に
頼
ら
ず
快
適
に 

日日日日日日日日日日日日日日日日
、、、、、、、、、、、、、、、、
日日日日日日日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
でででででででででででででででで
講講講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会会会会会会会

　

日
、
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

応
募
作
品
の
展
示

応
募
作
品
の
展
示

市
民
特
別
賞
に
投
票
を

市
民
特
別
賞
に
投
票
を

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

嵯
峨
野
路
の
竹
皮
を
脱
ぐ
音
籠
る 

野　

　々

下 

今
田　

素
土

　

古
池
や
亀
一
匹
と
水
馬 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

　

蟻
地
獄
殺
生
戒
と
あ
ら
ば
こ
そ 

向　

小　

金 

相
川　
　

豊

　

保
育
園
小
さ
な
庭
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

長　
　
　

崎 

角
田　
　

勇

　

雑
草
も
わ
れ
ら
の
仲
間
夏
に
入
る 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

【
評
】
一
句
目　

京
都
嵯
峨
野
は
有
名
な
竹
の
産
地
。
路
々
竹
ま
た
竹
薮
が
林
立
す

る
。
竹
は
新
し
い
葉
を
生
ず
る
と
古
い
葉
あ
る
い
は
皮
を
脱
ぐ
の
で
あ
る
。
そ
の
様

子
を
音
籠
る
と
結
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
こ
の
句
の
冴
で
あ
る
。
二
句
目　

古
池
と
亀
と

み
ず
す
ま
し
の
叙
景
を
乾
い
た
目
で
描
き
、
三
者
が
見
事
に
融
合
し
て
い
る
。
省
略

を
効
か
し
た
分
だ
け
、
印
象
を
深
め
て
い
る
。
三
句
目　

蟻
地
獄
は
そ
の
仕
掛
け
を

い
う
が
、
実
は
う
す
ば
か
げ
ろ
う
の
幼
虫
で
あ
る
。
擂
鉢
型
の
地
表
に
ひ
そ
み
、
上

に
落
ち
た
虫
な
ど
を
捕
え
て
食
べ
る
。
実
に
殺
生
を
生
業
と
す
る
。
こ
の
句
は
人
間

の
日
常
の
戒
め
と
し
て
不
殺
生
を
解
い
た
も
の
で
あ
る
。
四
句
目　

い
か
に
も
優
し

い
情
景
を
更
に
優
し
く
描
い
て
、
日
常
の
一
頁
を
知
ら
せ
て
呉
れ
る
。
五
句
目　

ま

さ
に
言
い
得
て
妙
。
人
間
も
自
然
界
の
雑
草
と
し
て
逞
し
く
あ
ら
ね
ば
と
思
う
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

岩
山
に
昔
の
人
の
掘
り
し
と
う
吉
見
の
百
穴
な
に
思
え
と
や

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

心
身
の
赤
信
号
は
短
歌
へ
と
ペ
ン
を
走
ら
す
遅
き
こ
の
夜
も

 

鰭
ヶ
崎 

斉
藤　

睦
子

食
卓
に
こ
れ
と
い
う
ほ
ど
の
料
理
出
ぬ
を
待
つ
夫
の
背
に
済
ま
な
く
思
う

 

前
ヶ
崎 

池
田　

き
み

【
評
】
舟
橋
氏　
 
胸 
き
ょ
う 

裡 
を
外
部
へ
求
め
ら
れ
た
意
図
が
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
概
略
を
述

り

べ
る
。
埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
、
松
山
城
址
の
丘
陵
の
西
斜
面
の
横
穴
古
墳
群
で
、
石
室

百
室
で
棺
を
納
め
相
当
数
の
埋
葬
が
可
能
と
言
わ
れ
た
。
雨
水
や
地
下
水
の
溶
解
浸
食
に

よ
り
、
石
灰
岩
地
の
空
洞
の
天
井
に
鍾
乳
石
が
た
れ
下
が
り
床
下
に
石
   

筍

せ
き   

が
林
立
す
る
、

じ
ゅ
ん

夜
、
光
線
を
と
も
す
と
大
理
石
の
よ
う
に
佳
麗
で
、
一
見
に
あ
た
い
す
る
。
斉
藤
氏　

心

身
の
疲
労
感
に
、
心
の
放
浪
を
癒
す
ご
と
き
、
短
歌
は
今
や
生
命
の
芯
、
魂
の
自
在
さ
を

獲
得
し
て
い
る
、
こ
の
夜
純
化
さ
れ
た
短
歌
の
ひ
と
と
き
と
な
る
。
池
田
氏　

食
材
の
不

満
に
触
れ
る
事
も
な
い
夫
婦
の
生
活
実
感
が
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
愛
の
機
微
、
心
に
し
み

て
く
る
普
遍
で
あ
る
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　
　

涙　
　
　
　
　
　
　

宮　
　

園　
　

渡
辺　

ま
り
あ

　

涙
の
泉
は
胸
の
底
か
ら

真
実
の
心
で
湧
き
起
こ
る
。

生
き
て
果
て
な
い
哀
愁
の
噴
出
を

は
か
な
い
夢
を
潤
す
癒
し
の
雫

心
の
襞
か
ら
生
ま
れ
出
る
ま
ど
ろ
み
と
夢
の
泡

た
ま
ゆ
ら
に
と
め
ど
な
く
さ
め
ざ
め
と
迸
り

満
た
さ
れ
て
美
わ
し
く

心
を
晴
天
に
導
く
一
手
段
。

塩
辛
い
そ
の
味
の
経
験
は

人
を
や
さ
し
く
変
え
ま
す
か

生
命
の
尊
さ
を
知
り
ま
す
か

感
動
の
心
を
強
め
ま
す
か

人
生
の
意
義
を
深
め
ま
す
か

瞳
か
ら
紡
ぎ
こ
ぼ
れ
る
涙

深
い
心
か
ら
つ
た
っ
て
く
る
水
滴
の
不
思
議
。

【評】人は悲しみの淵に突き落とされ、感傷という涙で美
の世界に導かれることがある。追憶の言葉を横糸にしてく
ぐらせ、縦糸の「時」に結わえた絨毯に乗せ、幻想の境へ
とわれらを連れて行く。生の惨たらしさを見せまいと、運
命の女神は、美しきものを見しわれらの瞼を、優しく両の
手のひらで被うのであった。

緑
豊
か
な
流
山
へ

緑
豊
か
な
流
山
へ

緑
の
基
金
に
ご
協
力
を

緑
の
基
金
に
ご
協
力
を

ガーデニングを基礎から学べます　ガーデニングを基礎から学べます

　

流
山
お
お
た
か
の
森
Ｓ
・
Ｃ
３
階
の

市
出
張
所
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
関
係

で
住
民
票
な
ど
を
発
行
で
き
な
い
日
曜
、

祝
日
に
、
出
張
所
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
た

「
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
流

山
と
周
辺
地
域
の
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
７
月　

日
の
日
曜
情
報
セ
ン
タ

２２

ー
は
、
本
市
が
推
進
す
る
「
流
山
グ
リ

ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」
の
講
演
会
や
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

時
②　

時
〜　

時　

分

１２

１４

１５

３０

▽
場
所
＝
流
山
お
お
た
か

の
森
Ｓ
・
Ｃ
３
階
市
出
張

所
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
▽

定
員
＝
各
回　

人
程
度

３０

（
先
着
順
）▽
講
師
＝
甲
斐

徹
郎
さ
ん
（
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
長
）
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ
※
「
流
山

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」

パ
ネ
ル
展
示
は　

時
〜　

１０

１７

時
ま
で
開
催

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

　

地
域
の
緑
と
緑
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
や
地

球
温
暖
化
の
防
止
を
進
め
、

緑
豊
か
な
環
境
の
実
現
を

目
指
す
「
流
山
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
戦
略
」
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
、
ク

ー
ラ
ー
に
頼
ら
な
い
涼
し

い
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

講
演
会
「
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
な
生
活
、
地
球
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
方
」

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�

２２

▽
時
間
＝
①　

時　

分
〜

１０

３０

　

花
や
緑
に
も
っ
と
親
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
「
手

軽
に
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
都
市

緑
化
推
進
運
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
合
わ
せ
た
花
の
紹 

介
、
花
の
寄
せ
植
え
の
実

技
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①
８

月　

日
�
／
リ
サ
イ
ク
ル

２８
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
②
８

月　

日
�
／
北
部
公
民
館

３１
▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１４

１６

対
象
／
定
員
＝
市
民
※
昨

年
度
受
講
者
を
除
く
／
各

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
講

３０師
＝
白
瀧
嘉
子
さ
ん
（
緑

の
専
門
員
）
▽
参
加
費
＝

２
０
０
０
円
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

受
講
希
望
日
（
①
ま
た
は

②
）、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、８
月　

日（
必

１０

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
み

ど
り
の
課
へ

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
投

票
で
決
定
す
る
市
民
特
別

賞
の
投
票
も
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
投
票
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

１８

〜　

日
�
※
土
・
日
曜
を

２７
除
く
▽
時
間
＝
８
時　

分
３０

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
市

１７

２０

役
所
３
階
み
ど
り
の
課

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

　

緑
の
基
金
は
、
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

寄
付
と
市
か
ら
の
拠
出
金

で
運
営
さ
れ
、
公
園
緑
地

の
用
地
取
得
や
整
備
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
末
の
基

１９

金
積
立
額
は
約
１
億
２
０

０
０
万
円
で
す
。

　

借
地
公
園
等
の
用
地
取

得
に
は
多
く
の
費
用
を
要

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

花や緑に親しもう花や緑に親しもう 
ガーデニング講習会を開催ガーデニング講習会を開催

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
緑
化
事
業
を

推
進
し
、
緑
豊
か
な
流
山

を
実
現
す
る
た
め
「
流
山

市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

ガーデニング 
コンテスト

南福祉会館が臨時休館に
８月１日から内外装改修工事を実施

　８月１日から、南福祉会館の内外装改修工事
を実施します。
　この改修工事に伴い、次のとおり同館を臨時
休館とさせていただきます。利用者の皆さんに
はご不便をおかけしますが、ご理解をお願いし
ます。
　なお、工事期間中は、施工に支障のない範囲
で極力施設をご利用いただけるよう対応する予
定です。
　▽休館期間（予定）＝８月１日�～９月３０日�
※工事の進捗状況により、期間が前後する場合
があります
　□問 社会福祉課�７１５０－６０７９／南福
祉会館�７１５５－３１６０

市民による業務参加事業
　
　市では、第１次アウトソーシング計画により、
１２事業についてＮＰＯや諸団体、民間企業など
から事業者を募集しました。昨年度まで生涯学
習課などが行っていた「サロンコンサート」や、
「市民環境講座」を委託事業として市民団体が
企画・運営します（４面参照）。

　

第
６
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品

を
、　

日
か
ら
み
ど
り
の

１８

課
に
展
示
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
の
発
表
の
ほ

市民環境講座「身近な緑を守る」市民環境講座「身近な緑を守る」

　開発が進むＴＸ沿線で、どうすれば緑の保全が
できるのかを、参加者の皆さんと考えます。
　▽日時＝７月２９日�１４時～１６時▽場所＝リサイ
クルプラザ・プラザ館▽参加費＝無料▽申し込み
＝当日直接会場へ
　□問 ＮＰＯさとやま・恵良�７１５４－６７８８

第２３１回サロンコンサート 
�♪　今月は市役所４階議会事務局ロビーを会場に　�♪

　▽日時＝７月２７日�１２時１５分～▽場所＝市役所４
階議会事務局ロビー▽テーマ＝「季節を感じて　
夏」～暑中お見舞い申し上げます～▽曲目＝①夏は
来ぬ②我は海の子③椰子の実④渚のアデリーヌ⑤
ラ・メール⑥サマータイム⑦砂山　他▽出演＝岡安
弘子（歌）、内藤雅子（フルート）、福島典子（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７　１　５　３－４　０　８　５

　前回コンテストの金賞受賞作品
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